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Ⅰ　はじめに
本校では「かかわり」を研究の重要なテーマとして

位置づけ、授業の改善に取り組んできた。昨年度から
研究教科を「総合的な学習の時間」とし、今年度はそ
の２年目にあたる。
昨年度の実践を通して、児童の課題として次のよ

うな点があげられた。「課題を設定できない（問いを
持てない）」「相手に伝える意識が薄い」などである。
また、ＮＩＥの取り組みとしても、児童の周囲に対す
る興味や問い意識の低さが課題として挙げられてい
る。
そこで、今年度のＮＩＥの研究のポイントとして、

「記事の内容に関心を持つ（問いを持つ）」、「相手を意
識した資料や新聞作りをする」の２つを意識しなが
ら、取り組みを進めることにした。

Ⅱ　昨年度の取り組み
以下の２つを中心に取り組みを進めた。
・「新聞に触れることで社会や地域に対する関心
を深め、物事に対して意欲的な姿勢を身に付け
させること」
・「新聞づくりの手法や、取材の視点などを教科の
学習に生かすこと」

１　環境面の整備
（１）ＮＩＥコーナーの設置

１階フロアの中央スペースにＮＩＥコーナーを
設置し、掲示板と大きめの机を用意した。

（２）職員研修
ＮＩＥについて職員が共通認識のもとに取り組

みを進められるよう、ＮＩＥ事務局長の佐藤理絵

さん、コーディネーターの齋藤昭雄さんをお招き
して研修会を行った。
２　日常における活動
高学年では、朝の会で題材をニュースに絞ってス

ピーチを行った。また、記事のスクラップにも取り組
んだ。新聞に触れる機会が増えたことで、記事やニュ
ースに対して興味を持つようになってきた。
３　各教科での取り組み
（１）４年生の実践「社会」

単元ごとに学習のまとめを新聞形式で行った。
新聞形式でのまとめを意識して学習に臨むこと
で、自分なりに学習のポイントをつかむことがで
きるようになった。さらに、自主学習などで学習の
ポイントをまとめることにも良い影響が見られ
た。

（２）５年生の実践「国語」
「新聞記事を読み比べよう」では、河北新報社の
方をお招きし、新聞記事の書き方や構成について
教えていただいた。
さらに、スポーツや災害など１面が同じ記事の

時に、それぞれを比較することで、作成する側の伝
えたい内容を考える学習にも取り組んだ。

（３）６年生の実践
６年生では、修学旅行をはさんで２回の出前授

業を行った。１回目は、新聞記事の書き方や取材の
仕方を教えていただき、旅行後、各自新聞を作成し
た。２回目に、新聞に対して講評をいただくこと
で、より学習を深めることができた。

Ⅲ　今年度の取り組み
１　実践のねらい
今年度も本校では「総合的な学習の時間」を研究教
科としており、活動の中でＮＩＥを取り入れること
にした。そのため、主な取り組みは中・高学年が中心
となった。
日々のスピーチや新聞記事を紹介する常時活動

（１）仙台市立荒町小学校（平成 25・26年度実践指定校）

かかわり合って学ぶ児童の育成
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は、学年の実態に応じて取り組むこととした。
２　各学年の取り組み

【授業実践】
生活科
新聞記事の見出しを参考にして、行事や生活科

で活動したことをカード
にまとめた。見出し（タイ
トル）を意識させるため
に、短く上手に表現してい
るものを紹介するように
した。初めは要領を得なか
ったが、繰り返すことで、
見出しを工夫するように
なってきた。
文字を読める楽しさか

らエコ新聞を喜んで読んでいた。ふりがながふっ
てあり、身近な記事を紹介するのには良かった。し
かし、一般紙になると、絵や写真で興味を引きつけ
ることはできるが、言葉の言い回しが難しく、どの
ように説明するかが課題である。

【授業実践】
道徳「いじめについて考えよう」
ふだん、谷川俊太郎さんの詩に触れさせている

ので、道徳の授業で（２回）、朝日小学生新聞の「い
じめの詩」をとりあげた。谷川さんの詩ということ
もあり、子どもたちは興味を示していた。また、紙
面には小学生の作品ものっており、より身近な問
題としていじめについて考えることができた。
生活科「動物園に行こう」
動物を観察し、その様子を新聞形式でまとめた。

子どもたちなりに動物の様子が分かるような見出
しを考えていた。記事を意識させるために、日時を
表す言葉から書くようにさせた。

２年生

１年生
【日常における活動】

朝の会のスピーチで、新聞で気になった記事を
紹介させた。３年生には難しい言葉が多いものの、
家庭で記事を切り抜いてきたり、ＮＩＥコーナー
で探したりしていた。継続することで、世の中の出
来事に興味を持つようになり、担任の説明に対す
る反応も良くなってきている。３年生という発達
段階を考えると、写真を提示するだけでも十分な
効果があるように思われる。

【授業実践】
総合的な学習の時間「大豆」
大豆をテーマに、育てるところから始め、料理作

りにも取り組ん
だ。学習で学ん
だことを新聞形
式でまとめた。
記事を書く際に
は、見出しを工
夫するように声
掛けをした。

【授業実践】
国語「新聞を書こう」
国語で学習したことをもとに、社会科の見学の

様子を新聞でまとめさせた。子どもたちは喜んで
取り組み、見出しを考えたりグラフを入れたりし
ながら、見やすくなるように工夫していた。
新聞という形をとることで、子どもたちは相手

を意識して文章を書くようになることが分かっ
た。

４年生

３年生

〔見つけたよカード〕

〔スピーチの記事探し〕
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【日常における活動】
朝の会のスピーチ
日直が輪番で行う。最近の気になったニュース

を選び、①要約②感想の 2点をワークシートに記
入し、記事を貼って発表し、ファイルに蓄積してい
る。

【授業実践】
国語「新聞記事を読み比べよう」
河北新報の桜田さんに来ていただき、新聞の特

徴や編集の仕方、記事の書き方などについて教え
ていただいた。

学習の発展として、教えていただいたことを参
考にして、児童一人一人が新聞記事を書いた。記事
の見出しは次の通りである。

児童が、今、最も関心のあることをテーマに選ぶ
ことで、楽しく記事を書き進めることができた。
手立てとして、記事は、①事実等の最も伝えたい

ことを先に書き、②次に、友達や家族、親しい人へ
の具体的なインタビューの内容を載せ、③最後に
自分の意見を書くという手順を決めて書かせるよ
うにした。児童は、より相手に伝わる内容の紙面づ
くりを工夫することができた。
最後に、学級で一冊の新聞ができあがり、人数分

を印刷し、配布した。A4サイズ（上下に２名分を
縮小して掲載）20ページとなり、手に取った感触
で、児童は満足感にあふれる表情であった。
このような活動を通し、児童は新聞記事を書く

５年生 喜びを体感し、お互いに楽しく読み合う楽しさを
味わうことができた。実際の新聞のように、社会、
産業、教育、文化、スポーツ面など、話題を分野別
に構成することで、内容豊富な新聞をみんなの力
でつくったという達成感も味わわせることができ
た。
今後は、総合的な学習のまとめ（テーマ「仙台の

歴史、荒町の歴史」）についても、同様に新聞形式
で行おうと考えている。

考察
○写真や図（統計やデータを含む）を使って、自分
の意見をまとめることができる。
○タイムリーな事項について、学習に取り入れる
ことができる。
○結論→取材→自分の考えという記事の構成を学
ぶことができた。
△学習に必要な記事が、その時に見つかるとは限
らない。必要な記事を集めたい場合、ある程度の
期間が必要である。
△学年に応じてではあるが、大人を対象とした記
事であるために、児童が扱うには教師の補足が
必要である。難しい言葉や漢字があり、スピーチ
で取り上げた児童には、記事内容の補足説明が
必要であった。

「選挙権について」　 「増え続ける消費税」
「日本のすごい技術」 「進化していく遊び」
「世界の給食のひみつ」「音が出るしくみ」
「今年ヒットしたわけ」「走ることの楽しさ」
「古くから伝わる仙台みそ」　
「台風はどうやって発生するの」
「秋保大滝の自然を取りもどせ」
「野良犬はどこで生きのびていくのか」など。

〔学級新聞〕

〔みんなで一冊の新聞に〕
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【日常における活動】
朝の会のスピーチ
日直が輪番で行う。最近気になったニュースの

内容と、それについ
て感想を述べる。
記事のスクラップ
気になった記事を

切り取り、感想をま
とめる。

【授業実践】
総合「修学旅行新聞」
河北新報の桜田さんに出前授業で２回来ていた

だいた。１回目は、〔記事の構成とインタビューの
仕方〕、２回目は修学旅行直後に〔記事の構成、前
文やインタビュー記事の書き方〕について詳しく
教えていただいた。
修学旅行の自主研修はあいにくの雨で、観光客

や市内の人々と接する機会は限られたものの、お
店の人にお
話をうかが
ったり、友達
に感想を聞
いたりして
記事を書き
上げること
ができた。
国語「新聞の投書を読み比べよう」
教科書で投書について学習したあと、実際の投

書を紹介しながら、感想を交流した。また、朝日新
聞の「若い世代」の投書も適宜紹介するようにして
いる。社会の出来事に関する意見や同年代の意見
文は、子どもたちにとっても、身近なものとしてと
らえることができたようである。特にスマホに関
する投書に
は共感した
ようで、学
校文集で、
スマホを取
り上げる児
童も見られ
た。
「未来に
生かす自然
のエネルギ
ー」という

６年生 単元では、教科書で風力発電の良さを理解するが、
風車の破損事故が問題になっている記事を伝える
と、子どもたちの認識はだいぶ変わったようであ
る。物事を一面でとらえるのではなく、「問い」を
持ちながら物事に向かい合うことの重要さについ
て考えさせたいと思いながら実践を進めた。
総合「環境について考えよう」
野口健さんの富士山清掃についての記事を取り

上げた。まず、記事の写真だけを提示し、気付いた
ことを発表させた。次に、記事についての「なぜ？」
を考えさせた。子どもたちに、記事の内容をそのま
ま伝えると「そうなんだ」で終わってしまう。そこ
で、「なぜ？」「どうして？」と考えさせる場を設定
した。子どもたちは、富士山が世界遺産に登録され
た経緯については知っており、「汚れがひどいから
自然遺産にはならなかった」ことを知っている子
もいる。しかし、実際に資料としてゴミの量を伝え
ると、驚きを感じたようである。
総合「自分の将来について考えよう」
６年生の総合では、２学期に「自分づくり」に取

り組んだ。働くことの意義や生き方について、職場
体験などを通して考えさせた。その際、考える材料
の一つとして、人に関する記事を掲示した。子ども
たちの活動として、定期的に切り抜くことにして
いる。有名な人から身近な人まで掲示していくこ
とで、人に興味を持つようになった。

【日常における活動】
朝の会で時間に余裕のある時に、１階のＮＩＥ

コーナーに立ち寄り、新聞を読んで（見て）いる。
テレビで見た内容と同じニュースに興味を示す様
子が見られ、担任もテレビと新聞がつながるよう
に声掛けをしている。

特別支援学級

〔人物紹介コーナー〕



【授業実践】
買い物学習「ぴったりの金額を出そう！」
新聞広告を見て、品物の代金を払う学習に取り

組んだ。子どもたちは、広告のカラー写真に興味を
示し、どの品物を選ぼうかと楽しみながら取り組
んでいた。間違えてもやり直しながら、じっくりと
学習を進め、子どもの実態を踏まえて、金額を多め
に出すことにも取り組ませている。
また、活動の様子を実物投影機でテレビに映す

ことで、友達の選んだものが分かり、「自分は何に
しようかな」と、みんなで一緒に学習することがで
きるようにした。

図工「切って貼って」
気に入った広告を切って、コラージュに取り組

んだ。子どもたちは気に入った広告を探そうと、楽
しそうに取り組んでいた。

Ⅳ　実践を振り返って
１　児童の様子
（１）新聞の活用

上学年では、実際に新聞を提示することで、興味
を示す児童が多く見られた。また、新聞記事にどの
ようなことが書かれているのか、自分なりに読み
取ろうとする姿も見られた。
新聞の投書は、導入へのきっかけや話題を深め

ることには有効であった。新聞記事に比べると文
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章が分かりやすく、共感したり、違う意見を持った
りしやすいようである。

（２）新聞づくり
中学年から、学習や活動のまとめとして、新聞づ

くりに取り組んでいるが、実際に新聞の良さを感
じさせることで、見出しやレイアウトへの工夫が
見られるようになった。一人称の作文ではなく、三
人称の立場で書かせるには有効である。

（３）スピーチ
新聞をもとにスピーチを行うことで、社会への

関心は高まったようである。日直の番が近づくと
新聞に目を通したり、友達に最近の話題について
尋ねたりするなど、社会へ目を向けるきっかけと
なっている。
２　アンケートから
６年生に次のようなアンケートを行った。

（１）ＮＩＥの取り組みを通して、新聞や社会の出来
事に興味を持つようになったか。

（２）新聞の良さはどんなところだと思うか。

（３）新聞を読まない人は、なぜ読まないのか。

情報量が多い
正確な情報が手に入る
社会の出来事が分かる
分かりやすい　　読み返せる
とっておける　　持ち運べる
見出しで出来事の内容が分かる
人の意見が分かる

文字が多い（細かい）
面倒くさい　　時間がない
読むのに時間がかかる
新聞に興味がない
読めない漢字がある（難しい）
テレビで情報を得ている
政治・社会に興味がない
本を読まない

〔品物のお金を払おう〕

〔テレビに写して〕
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ＮＩＥの取り組みを始めることで、８割以上の児
童が、新聞や社会の出来事に興味を持つようになっ
た。新聞を授業に活用し、新聞に関するスピーチに取
り組めば、児童の関心は高まる。また、上学年の国語
には新聞に関する単元があるが、新聞記者の方に実
際にお話をうかがうことは、子どもたちへの意欲の
喚起につながった。アンケートからも、新聞の良さを
実感していることがわかる。しかし、日直のスピーチ
や授業での取り組みがないと、自主的に新聞に触れ
るようにはならないことも、傾向として見られた。６
年生では新聞を購読している家庭が８割程度あり、
環境としては恵まれているものの、学習の中で強制
的に接する機会を設定しないと、新聞を手に取るよ
うにはならない。
新聞を読まない理由に関する記述を見ると、子ど

もたちにとって、新聞を読むことはややハードルが
高い作業であることが分かる。新聞を読むための基
礎力やスキルといった部分も関連していると思われ
るが、このような取り組みを継続していくことで、新
聞を読むことは習慣化されていくであろう。
３　成果と課題

新聞は社会との接点になり、視野を広げることに
つながっていく。ＮＩＥコーナーがあることで、子ど
もたちが新聞を読む姿が珍しくはなくなってきた。
地域の方からは、「今の小学生は新聞を読むんだね」
と取り組みに好意的な言葉も聞こえてくる。
国語の単元で考えると、４年生で新聞づくり、５年

生で紙面の構成、６年生で新聞の投書を扱うように
なっている。重要なことを前半に書くという記事の
書き方は、子どもたちの作文や感想文とは違う。情報
を伝えるという「相手を意識した」文章の書き方は、
これからの活動にも生かされていくものと思われ
る。
見出しや前文は、要点をまとめる際の手本として

も有効である。簡潔な文章を読むことで、内容をいか
に短くまとめるかということを意識させることがで
きる。

これまで学年ごとに児童の実態に合わせて取り組
みを進めてきたが、担任からは新聞活用の難しさが
聞こえてきた。新聞を記事として活用しようとする
ため、かえって選択肢を狭めてしまったようである。
写真や見出しから内容を読み取るだけでも、新聞に
十分触れることになるので、教師側が常に新聞を生
かすという姿勢でいることが大切である。

成果

課題

次に課題となったのは、カリキュラム的な問題で
ある。日々の授業に追われ、新聞の良さを感じながら
も、活用するところまでいかないという現状がある。
教師が十分に新聞を読んでいるかというと、読む時
間を確保するのにも苦労する状況である。
子どもたちの様子で気になったのが、物事に興味

を示さない児童の存在である。ＮＩＥに限らず、学習
への意欲という点でも課題であり、どのように働き
かけていくか、取り組みを考えていかなければなら
ない。
新聞を購読している家庭も以前に比べれば減って

きており、新聞を持ってきたり、宿題として取り組ま
せたりすることが難しくなってきている。こちらで
提示したり、まとめたものを使って一斉に取り組ま
せるなどの工夫が必要である。
４　今後の取り組み
ＮＩＥコーナーは引き続き設置し、新聞に触れる

機会は残していく予定である。新聞は、職員室で購読
しているものを１紙、そして小学生新聞を置くよう
にする。さらに職員が前日の新聞を持ち寄るなどし
て、他紙にも触れる機会を持ちたいと考えている。
まずは、学校の中に新聞を目にする場所を確保し

続けることが重要である。
（担当　教諭　行本　忠司）
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本校では，実生活に生きて働く力として、子供たち
の言葉の力を高めたいと考え、研究を進めている。具
体的には、次のような力を高めたいと考え、日々の学
習に取り組んでいるところである。

これらの力を高めるための取組は、もちろん国語
の学習が主であるが、本校では新聞を活用した学習
活動（NIE）にも取り組んできた。今回は紙面を借り、
これまでの実践について主に紹介する。

１　まずは新聞が身近にある環境づくりから
「新聞」のイメージを子供たちに聞いてみる。
「大人が読むもの」
「中身が難しそう」
といった声が多い。これは、新聞に触れる機会が少

ないことがその要因の一つだと思われる。
そこで、新聞を身近に置いて、子供たちに「新聞っ

ておもしろいな」「役に立つ情報がたくさん書いてあ
るな」といったイメージを多くもたせたい、と考え
た。
具体的には、子供たちが休み時間などによく集ま

る場所（流し場の近く、廊下など）に NIEコーナー
を作り、まずはちょっと触ってみられる環境づくり
をしてみた。（次ページ写真を参照。）
毎日、新聞を交換しに行く。初めのうちは開いた形

跡がない日が続く。しかし、ある日開きっぱなしの新
聞が目に入った。
「見終わったらきちんと閉じるんだよ・・・。」と
思いながら、新聞を手に取った子がいることが分か
りうれしくなる。次の日は閉じてはあるが、ページの
隅がちょっとずれていて、読んだのが分かる。朝、新
聞を置きにいくときに子供に声を掛けてみる。

（２）岩沼市立岩沼小学校（平成 25・26年度実践指定校）

言葉の力を高める NIE

【H26 岩沼小学校校内研究概要リーフレット】

・音読する力
・内容を読み取る力
・自分の考えや意見を話す力
・相手の伝えたいことを聞く（聴く）力
・話型を身に付け，話し合う力
・書いたものを手掛かりに交流する力
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「新聞読んでる？」
「読んでます。」
少しずつ、読む子が増えているようだ。新聞を読ん
でいる姿を見て、周りの子供たちも興味をもててい
るようだ。
以上はある朝の様子である。こうして新聞が身近

にある生活がスタートした。

２　話す活動に新聞活用
新聞を読む、とはいっても低学年の子供たちにと

ってはまだまだ難しいのが現実である。まだ学習し
ていない漢字がたくさんある、言葉遣いも大人向け
であることなどがその要因である。
しかし、読む以外にも新聞の活用の方法はある。そ
れは写真である。本校では低学年や特別支援学級の
子供たちが新聞の写真を活用し、次のように話す活
動を行っている。
【２年生の例】
新聞の写真（例えば人の顔写真）をタブレット端末
で撮影する（本校では ICT機器の活用を推進してお
り、日常的にタブレット端末を使用した活動を行っ
ている）。そして、撮影した写真を教室の大型テレビ
に投影する。
（教師）「これは誰でしょうか？」
（児童）「う～ん、分からないなあ。」
（教師）「じゃあ、ヒントだよ。この人はスポーツを

している人です。」
（児童）「野球をしている人？」

「それともサッカーかな？」
（教師）「じゃあ、この人の写真が写っている新聞

を配るから探してみてね。」
子供たちは新聞をじっと見つめる。何とか情報を

探そうとする真剣な表情が見られる。
少しすると、
「あった！！」
の声。
「〇〇の選手だよ。」
「本当だ。～って書いてある。」
などと口々に見付けたことを話すようになる。
時間があれば、その人について知っていることを

話させたり、子供同士でおしゃべりさせたりするこ
ともでき、お勧めの活動である。
【特別支援学級の実践】
特別支援学級の子供たちも新聞に親しんでいる。
ここでも写真が大きな力を発揮する。
まず、机に新聞を広げる。そして、次のように話

【NIEコーナー①】

【NIEコーナー②】

【タブレットを使ってテレビに写真を投影】
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す。
「新聞にはたくさん写真があります。これいいな
あ、この写真おもしろそうだなあ、と思うものを切り
抜いてみましょう。」
子供たちは興味津々で新聞を見つめたり、ページ

を繰ったりしている。
そのうちに一人一人が思い思いに写真を切り抜

く。
全員が切り抜いたら，質問タイムである。
「どんな写真を選んだんですか？」
「この写真を選びました。（野球の写真を見せる）」
「どうしてその写真を選んだのですか？」
「野球が好きだからです。」
「お休みの日に野球はするんですか？」
「します。」
「誰としますか？」
「お父さんとします。」
・・・・・
このように新聞の写真を媒介して、会話が弾んで

いく。なかなか自分から話をすることが苦手な子供
もいるが、こういった活動を続けることで、次第に話
をすることに対する抵抗が減り、話すことに自信を
もてるようになってきているようである。
本校の教育目標のキーワードは「交流」である。子
供たちが共に学び合い、より自分の考えを深められ
るようにさせたい。そのためには、自分の考えを進ん
で発表したり、相手の考えを聞き、質問したりする力
が必要である。新聞はそのような力を育てる上で、手
軽かつ効果的なツールなのである。

３　新聞を書き、交流する力を高める
考えたことや意見を相手に伝える方法はいくつか

あるが、「書いて伝える」力は子供たちにしっかりと
身に付けてほしい力である。
そこで新聞を書く活動を取り入れている。
新聞は、伝えたいメッセージが見出しや小見出し

にまとめられていたり、「いつ」「どこで」「だれが」「何
を」「どうした」という情報が簡潔にまとめられてい
たりする。新聞を書くことで伝えたいことを分かり
やすく、簡潔に書く力を高めることが期待できると
考えている。
国語の教科書では４年生の活動として新聞を書く

活動が取り入れられているが、本校では３年生から
新聞を書く活動を取り入れ、実践している。
【３年生の実践（②は今後実践予定）】
３年生では、社会科や総合的な学習の時間で学習

【興味をもった新聞を切り取り、スクラップ】

【３年生　きゅうり新聞①】
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したことのまとめに新聞を書く活動を取り入れてい
る。調べたことをたくさんの人に知らせたい！とい
う思いがあるため、どの子供も新聞を書くことに積
極的に取り組む様子が見られた。
①社会科：農家の仕事
本校の保護者の方の中に、きゅうり農家を営んで

いる方がいる。教科書で学習したあと、実際に自分の
目で農家の仕事の工夫などを調べることにした。「今
度、きゅうり農家のお仕事を見学します。どんな工夫
や苦労があるか、じっくり見学します。見学したこと
を帰ってきてから新聞にまとめます。見学していな
い人にその秘密を伝えられるように、細かいところ
までメモしましょう。」
新聞を書く目的を事前に指導し、人に伝えるとい

うことをしっかり押さえることが大事になる。自分
だけが知っていることを伝える活動は、子供たちが
大好きな活動である。そんな気持ちを刺激し、活動意
欲を高めていく。こうすることで、見学当日、子供た
ちはたくさんのことをメモしていた。また
「きゅうりを作るとき、大変なことは何ですか？」
「きゅうりを作るときに、気を付けていることは何
ですか？」
など、進んで質問する姿も見られた。
学校に帰ってきてから、新聞にまとめる活動を始

める。たくさんメモしてきたことから伝えたいこと
を選択し、記事を書く。新聞を書く授業は４年生で行
うため、ここでは「きゅうりを切る道具はきゅうりカ
ッターと言います。」「ビニルハウスで温風を温めて
温度を調整していました。」など、分かったことや感
想などを短く書くことを伝えるだけにとどめること
にした。
子供たちは、自分が調べたことを生き生きと書い

ていた。書いて伝えたい、という思いをもたせること
で、書くことが楽しいと感じさせることが３年生の
段階では大切だと思われる。
②総合的な学習の時間：岩沼探検隊「岩沼 PR作戦」
今後総合的な学習として、ふるさと「いわぬま」の

よさを調べる活動を行う予定である。地域のすばら
しいところや自慢したい場所などを調べ、市外に発
信する予定である。
発信する媒体として壁新聞にまとめ、多くの人の

目に触れる形にしたいと考えている。
【４年生の実践】
４年生の教科書（下）に、『みんなで新聞を作ろう』

という単元がある。これまでも調べ学習のまとめな
どを新聞形式でまとめてきた子供たちではあるが、

【３年生　きゅうり新聞②】

【３年生　きゅうり新聞③】
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ここでは読み手を意識し、分かりやすく、そして読み
手が興味をもてるような新聞づくりの仕方について
学ぶ内容になっている。（以下は本学習の流れであ
る。）

「これからみんなで新聞づくりの学習をします。身
の回りの出来事を取材して、学級新聞を作ります。今
までは個人で新聞をまとめてきましたが、今回はグ
ループで１つの新聞を作ります。」
単元に入るときに、導入で上記のように話をした。

「えっ！グループで新聞づくり？楽しそう！」
これまで子供たちが書いてきた新聞は個人でまと

めるものが多かった。今回グループで１つの新聞づ
くりをするということで、子供たちのやる気もがぜ
んアップしたようだ。
みんなで何か１つのものを作るのが子供は好きで

ある。新聞は、記事を寄せ合い、１つの作品に仕上げ
ることができるため、子供たちにとっても楽しい活
動である。しかも、限られたスペースに記事を書く必
要がある。簡潔に伝えたいことをまとめる力を高め
ることができる。これが新聞づくりのよさなのであ
る。
「それではまず初めに、いろいろな新聞を見比べて
どのようなことが書いてあるか確かめてみよう。」
ここで、NIE活動助成で配達していただいている
新聞各紙を活用した。小学生新聞を含め、普段目にし
ないものもあり、興味津々のようだった。
「新聞の名前が書いてある。」
「日付が書いてある。」
「見出しが大きな字で書いている。」
などなど、たくさん発見することができた。
「こっちの新聞はこうだよ。」
など、他紙を見ている友達と会話している様子も

見れた。

【４年生が作った新聞①：一日新聞】

【４年生が作った新聞②：みんなで知ろう新聞】

＜学習の流れ＞
①身の回りの新聞を見て、新聞の形式や特徴
を知る。
②グループで新聞づくりの計画を立て、題材
を集める。
③割り付けを考えて記事を分担する。
④インタビューしたり、資料を集めたりし
て，取材をし、下書きを書く。
⑤お互いの記事を読み合い、意見を出し合
い、新聞を仕上げる
⑥他のグループの新聞を読み合い、交流した
り、振り返ったりする。
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この後、取材したいことを話し合い、取材をして新
聞をまとめることができた。分かりやすい記事にす
るために必要な情報が入っているか、読み手を引き
付ける見出しになっているかなど、友達と交流しな
がら振り返ることができた。書く力を高めると同時
に学び合いができた活動となった。
なお、４学年では新聞を書く学習を年間を通して

実践している。社会科見学のまとめや、福祉について
の学習で手話について学んだときなど、それぞれの
学習の節目に新聞づくりに取り組んできた。また教
科学習のまとめをノートに新聞形式でまとめるな
ど、新聞づくりを応用する姿も見られている。
更なる新聞づくりの実践を今後も模索していきた

い。

４　新聞で内容を読み取る力を高める
文章を読んだときに、何について書かれているの

か、つまりその文章におけるキーワードや大事な言
葉を理解する力を付けるのにも新聞は力を発揮す
る。
５年生では、新聞記事の見出しを考える活動を通

して大事な言葉を見付ける活動を行った。
サッカーワールドカップにおいて日本が予選敗退

してしまった記事を読み、そこから読み取ったこと
を見出しにした。見出しはその記事で一番伝えたい
ことを短く表現しなければならない。キーワードを
考える（みつける）にはもってこいの活動である。子
供たちは友達と相談したり、お互いに見合いながら、
記事の内容がはっきりと分かる見出しを考えること
ができた。
新聞を活用することで、「読む」「書く」「聞く」「話
す」力を高める実践のヒントを得ることができた。今
後も教育への新聞活用について、実践していきたい。

（担当　教諭　石川　寛之）

【４年生：社会科見学等の新聞】

【記事から子供たちが考えた見出し】

継続し
て取り組
むことで、
伝えたい
ことを簡
潔に書く
ことがで
きるよう
になって
きました。
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１　はじめに
大崎市立古川第二小学校は、平成 25・26年度の２
年間、ＮＩＥ実践指定校となった。本校から、多くの
卒業生が進学する古川東中学校も、昨年度までＮＩ
Ｅ研究協力校であったこともあり、ＮＩＥを通した
両校の連携を図ってきた。
今年度は「ＮＩＥを通して、中学校（古川東中）と

の連携を密にしながら、児童の思考力・判断力・表
現力を向上させる」ことを目標に、昨年度の取組を踏
襲しながら、小、中の９年間を見通したＮＩＥを図
り、学びをつなぎ、深めようと考えた。そこで、下記
の２つの視点でＮＩＥに取り組んだ。
（１）新聞に慣れ親しむための場の設定
（２）表現力を高めるための工夫

２　具体的な取組
（１）新聞に慣れ親しむための場の設定
①児童が日常的に新聞に触れられる環境作り
今年度は、下記の様に新聞の購読した。

また、教職員には旅行や帰省等をする際、旅先の
地方紙や地域紙の提供を呼び掛け、できるだけた
くさんの種類の新聞に触れることができるように
した。
さらに、昨年同様、「ＮＩＥどおり」、「ＮＩＥコ

ーナー」と称した場を設定した。「ＮＩＥどおり」に
は、新聞を活用した学習活動の成果を知らせる記

事や、世の中の大きな関心事、知らせたい新聞記事
等を掲示した。「ＮＩＥコーナー」には、新聞を閲
覧するスペースや、児童と職員の知らせたい新聞
記事を紹介できるようにした。

②「ＮＩＥタイム」の実施
朝会や集会のない木曜日の業前活動の時間

（15分間）に行った。次掲の様に低学年から「新聞
で楽しむ」「新聞に慣れる」「新聞に親しむ」と段階
を追った学年ごとの目指す姿と、ＮＩＥタイムで
の主な活動内容を挙げ、実施した。具体的な内容と
しては、教師による新聞記事の読み聞かせ、新聞紙
そのものを使用しての活動、新聞記事を基にワー

（３）大崎市立古川第二小学校（平成 25・26年度実践指定校）

学びをつなぎ、学びを深める
～小・中連携を通して～

4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

朝日小学生新聞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

毎日小学生新聞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

河北新報 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

読売新聞 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

朝日新聞 ○ ○ ○ ○

毎日新聞 ○ ○ ○ ○

日本経済新聞 ○ ○ ○ ○

産経新聞 ○ ○ ○ ○

新聞名
月

１階廊下「ＮＩＥどおり」

３階「ＮＩＥコーナー」
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クシートを使用した活動、教科の事前指導として
新聞記事等を読む活動などを行った。

○低学年のＮＩＥタイムの様子

低学年は、新聞そのものに初めて触れる児童も
いるので、楽しいこと・ためになることが書かれ
ていることを伝える活動や、新聞の活字そのもの
を使って楽しむ活動等に取り組んだ。また、「ＮＩ
Ｅどおり」や「ＮＩＥコーナー」を学級ごとに見学
するなど、新聞を活用した活動に触れさせる体験
を意識して行った。中でも、新聞記事から既習の漢
字を探す「習った漢字を見つけよう」は、特に意欲
的な取組が見られた。

低
学
年

○新聞で楽しむ
・新聞からカタカナや習った漢字を探す
・新聞で遊ぶ（新聞を利用した工作）等
※読み聞かせ、ＮＩＥコーナー見学

高
学
年

○新聞に親しむ
・新聞記事を選ぶ、利用する
・記事や意見文を書く
・はがき新聞を書く

中
学
校

・記事内容の要約
（・討論する）

中
学
年

○新聞に慣れる
・新聞を読む（「いつ・どこで・だれが・何を

した」を読み取る）
・新聞を書く
・意味を調べる　・感想を書く　等

ＮＩＥタイム活動例

教師による新聞の読み聞かせ（上）

ＮＩＥコーナーの見学（下）

好評だった「習った漢字を見つけよう」（２年生）

こ
れ
か
ら
、
Ｎ
Ｉ
Ｅ
の
と
り
く
み
に
つ
い
て
し
ょ
う
か
い
し
ま
す
。

ま
ず
は
﹁
Ｎ
Ｉ
Ｅ
タ
イ
ム
﹂
で
す
。
し
ゅ
う
会
の
な
い
木
よ
う
日
の
朝

に
、
先
生
が
新
聞
記
じ
を
読
ん
で
く
れ
ま
す
。
ぼ
く
は
、
ア
ッ
プ
ル
ウ
ォ

ッ
チ
の
記
じ
が
お
も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。で
ん
話
や
メ
ー
ル
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
な
ど
が
で
き
る
う
で
時
計
を
、
ぼ
く
も
早
く
つ
か
っ
て
み
た
い

と
思
い
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
、新
聞
の
中
か
ら
、な
ら
っ
た
か
ん
字
を
さ
が
す
活
ど
う

も
し
ま
し
た
。と
て
も
お
も
し
ろ
く
て
、む
中
に
な
っ
て
た
く
さ
ん
さ
が

し
ま
し
た
。
教
室
の
中
に
は
、﹁
子
ど
も
新
聞
﹂
が
い
つ
も
お
い
て
あ
っ

て
休
み
時
間
な
ど
に
、
み
ん
な
が
よ
ん
で
い
ま
す
。二

年
　
○
○
　
○
男
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○中学年のＮＩＥタイムの様子

中学年はワークシートの活用を中心に取り組
んだ。目指す姿の一つである「いつ」「どこで」「だ
れが」「何をした」を読み取ることについては、３
年生も記事から抜き出すことができるようになっ
た。４年生では、特にインパクトのある写真のある
記事を取り上げるなどして、記事に対する興味や
関心を高め、感想を引き出せるようにした。また、
感想を書き、発表することができた。さらに、それ
を基に話し合うこともできた。

３年生：ワークシートを使用した活動（上）とワー
クシート（下）

４年生：ワークシートを使用した活動（左）と、ワ
ークシート（右）

内藤選手のいじめ体験の記事を読み取り、いじ
めた同級生の気持ちを想像することができた
（５年生）

今年の漢字から自分にとっての一
年を発表した。担任はみんなと出
会った一年を振り返った。（６年
生）

「東京スカイツリーのラ
イトアップ」
自分ならこんな色に…

「揮毫」ってどうい
う意味かなあ…
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高学年は、ワークシートを活用したり、国語科の
学習に関連させた活動を行ったりした。６年生は、
古川東中との交流の時間にも充てたりもした。読
むことに抵抗を感じる児童もいたので、苦手な児
童にも興味や関心がもてるような記事内容を選ん
だり、取り組みやすい質問をしたりした。少しずつ
ではあるが、自らスポーツの記事を探すなど、意欲
をもって取り組めるようになってきた。また、未習
の言葉や漢字も、国語辞典や漢字辞典を使って調
べる習慣が身に付いてきた。

（２）表現力を高めるための工夫
①新聞を活用した授業実践
国語科の学習計画にＮＩＥを連携させて実践

を行った。例としては、６年生「新聞の投書を読み
比べよう」では、ＮＩＥタイムを活用し、事前に投
書を読み、分からない言葉の意味を調べておいた
り、感想を書いたりしたものを単元の導入に用い
た。事後のＮＩＥタイムでは、別の投書を読み、学
習したことを生かして文章構成図を書いたり、そ
の投書に対する自分の考えを書いたりした。
また、国語以外でも、授業に関係する記事を読み

聞かせた。このような実践は、「ＮＩＥ実践活動集」
に記録し、後に活用できるようにした。

②「みんなに知らせたい記事」の紹介
５・６年児童が新聞記事の中から自分が興味

を持った記事を選んで切り抜き、自分の感想等

を含めて簡潔にまとめる活動を行った。現在は、
週末の宿題としたり、代表児童が昼の放送の「み
んなに知らせたい記事のコーナー」で直接紹介
したりしている。教職員も輪番で取り組み、昼の放
送で紹介した。どちらの作品も、各階のＮＩＥコー
ナーに掲示している。

③外部講師を招へいしての研修会
（５・６年ＮＩＥ研修会）
新聞をより身近に感じるようになった児童が

さらに積極的に新聞を活用できるよう、ＮＩＥ
研修会を行った。新聞社の職員を招へいし、新聞記
事や意見文を書く活動や取材の仕方について学ん
だ。

古二小版ＮＩＥ実践活動集

みんなに知らせたい記事（学習活動）

みんなに知らせたい記事（左：児童　右：教職員）

５・６年生の研修会の様子（左右共）
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また、小中の学習指導や学習活動共有化を図
りたいと考え、教職員対象のＮＩＥ研修も行っ
た。古川東中をはじめ、近隣の小学校の先生方にも
ご参加をいただいた。

④「新聞記事を作ろう」の取組
「５・６年ＮＩＥ研修会」での学びを生かす場と
して、夏休みに新聞記事作りに取り組ませた。家族
や店員、職員等、それぞれが対象を決めて取材を行
った。作品（記事）は、新聞記事コンクールに応募
し、論説委員長賞をはじめ、数名が入賞した。

⑤中学校（古川東中）との連携した活動
前述の通り、古川東中学校では昨年度までの

２年間、ＮＩＥ研究協力校として実践していた。
現在も教科をはじめ、総合的な学習や行事のま
とめの新聞や、はがき新聞の作成、新聞記事の要約
などに取り組んでいる。そこで、本校は、古川東中
学校と連携を図り、中学校で行われているＮＩＥ
につながりがもてるようにしようと考えた。小・
中９年間を見通し、段階を追った学年ごとの目指
す姿（前掲）を示し、実施した。交流は６年生全員
と古川東中生徒（学年、新聞委員等）とで間接的に
行った。
○「修学旅行新聞」の交流
中学３年生（古川東中）が作成した修学旅行新聞

をＮＩＥタイムで読んだ。レイアウトをはじめ、文
章表現、図やイラスト、彩色の効果的な使い方等に
気付き、学ぶことができた。児童は、表現のすばら
しいところや感想を付箋紙に書き、返却する新聞
に同封した。

教職員対象の研修会の様子

新聞記事コンクール入賞作品

中学生の修学旅行
新聞に学ぶ（上）

学んだことを付箋
紙に（中・下）
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６年生は会津若松方面への修学旅行後、まと
めの新聞を作成した。中学生の新聞から学んだ
表現の仕方を参考に書くことができた。そして、
完成した新聞に対して、古川東中の生徒から気
付いたことなどの感想をいただいた。書き手の
よさを認める温かいコメントに、「細かい　ところ
まで見てもらえてうれしい。」などの感想　がたく
さん聞かれた。

○「はがき新聞」の交流
古川東中との学びのつなぎを考えたとき、は

がき新聞作りがとても有効な活動であると考え
た。「相手意識をもって伝える」ことや「限られた
字数で相手に伝える」ことで表現力が養えると考
える。何よりも、古川東中で行われている活動を児
童が行うことで、中学校での活動にスムーズに取
り組め、中学校での学びをより深めることが期待
できるからである。また、作ったはがき新聞を交流
させることで、中学生とコミュニケーションが取
れ、中学校生活の不安を減らし心構えもできるで
あろうと考えた。そこで、「古二小版はがき新聞」作
りに取り組むことにした。

職場体験で本校に訪れた中学生から、中学校
生活について学ぶ機会をもった。話の内容や質
問を基に、「小学校生活と中学校との違い」「勉強や

部活動」「中学校生活の心構え」記事に新聞作りを
行った。

３　成果と課題（○：成果，●：課題）
（１）新聞に慣れ親しむための場の設定
○ＮＩＥタイムのワークシートでの活動では、
記事から５Ｗ１Ｈを押さえて読むことができる
ようになってきた。また、どこに何が書いてあ
るかを記事から探さなければならないので、真
剣に読む児童の様子がたくさん見られた。
○新聞の存在を知らない児童も、ＮＩＥタイムで
記事の読み聞かせを続けることで、少しずつ興
味をもてるようになった。
○休み時間等、ＮＩＥコーナーにある新聞を手に
とって読んだり、先生方からの記事紹介を読ん
だりする姿が見られた。
○記事の読み取りだけでなく、内容から自分の意
見をもち、ワークシートに記したり、話し合い
に発展させたりすることもできた。
●低学年では小学生新聞の記事内容でも、さらに
分かりやすく説明しないと理解することが難し
かった。

（２）表現力を高めるための工夫
○「みんなに知らせたい記事」への取組は、世の
中の出来事に関心をもったり、記事の内容から
自分なりの考えを書いたり話したりする上で有
効であった。また、６年生は、記事の「要約６
行」、「感想６行以上」書くことをめあてとして
取り組んだ結果、ほとんどの児童が書けるよう
になった。
○古川東中生徒の作品（はがき新聞、修学旅行新
聞）を実際に読むことは、自分の作品制作に有
効だった。また、中学生の丁寧なコメントは、
取り組む意欲をさらに高めるものとなった。
○はがき新聞は、相手が中学生（古川東中）とい
意識をもって表現することができた。さらに差
し出す相手を広げ、相手に応じた文章表現に取
り組ませていきたい。
○宮城県学力・学習状況調査の結果で「読む」「書
く」「話す・聞く」の３つの観点で県の正答率
を上回った。新聞記事を読むことと、記事の内
容を要約したり感想を書いたりする活動を継続
したことの効果が表れたと思われる。
●規模の大きい小・中学校間での交流は容易では
なかった。より綿密な話し合いが必要だった。

（担当　教諭　千葉　修）

６年生の修学旅行新聞を読み、感想を書く生徒

６年生が作成した「はがき新聞」
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１．はじめに
本校の今年度の研究主題は「関わり合いを柱とし
た応用力の育成」である。言語活動の充実をベースと
し、他と積極的に関わり合う中で、応用力を育成して
いくことが今日的教育課題に応えるものであると考
えて、設定した。
これをふまえ、２年間、本校の NIE研究主題を「関

わり合いを柱とした応用力育成のための新聞活用」
として取り組んできた。今年度も昨年度に引き続き
９月から 12月までの４ヶ月間、６社（河北新報、毎
日新聞、読売新聞、産経新聞、日本経済新聞、朝日新
聞）に協力していただいた。ここでは、これまでの本
校の取組を紹介したい。

２．活動のねらい
（１）新聞に親しむ。
（２）新聞を読むことで情報を得、得た情報をもと

に生徒相互の関わり合いを深める。

３．実践内容
新聞委員が週替わりで各クラスへ新聞配布・各階
での新聞掲示を行った。

（１）朝の会・帰りの会での新聞記事紹介
「今日の気になるニュース」

朝の会や帰りの会で、日替わりで生徒（日直また
は出席番号順による）が注目した新聞記事を紹介
している。家庭で新聞を取っている生徒は家庭か
ら、家庭に新聞がない場合は学校で新聞を提供し、
選ばせている。記事紹介を行っていく中で、自分の
考えを述べる生徒がいたり、紹介の仕方に工夫を
凝らして説得力の高いスピーチをしたりする生徒
も現れるようになった。

（２）学級での新聞記事掲示
「今週のニュースはこれだ！」

①特別支援学級での取組
写真のついている新聞記事を中心に選び、感想

を記入する。さらに、事前に作成した表情シール
（「たのしい」「うれしい」「かなしい」「困った」「怒
った」）も貼った。９月当初は写真を見れば記事の
内容がすぐにわかるものを選びがちだったが、
徐々に写真だけでなく、記事の内容を教師に尋ね、
中身を理解しようとする態度が見られるようにな
った。

（４）仙台市立富沢中学校（平成 25・26年度実践指定校）

関わり合いを柱とした応用力育成のための新聞活用

＜新聞委員による配布＞

＜廊下の掲示板＞
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②通常学級での取組
昨年度に引き続き、各

学級で班ごとに新聞記
事紹介を行った。各班で
ワークシートに気にな
る新聞記事を選んで貼
り、それに対する意見を
班員全員が記入する、と
いう活動を週１回のペ
ースで行った。９月当初
は新聞の一面を中心に、
大きなニュースになっ
ているものを選ぶ傾向
があったが、徐々に一面
以外の小さな記事にも
目を向けるようになっ
てきた。教室に掲示した
ものを興味深く見る生
徒も増えた。

＜表情シール＞

＜班での新聞記事紹介＞

＜新聞記事の紹介＞
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（３）廊下の新聞掲示
廊下を通る生徒に自然な形で、その日のニュー

スに触れさせる機会を提供するため、校舎内の各
階に新聞掲示板を設置した。９月から、新聞委員会
が交代で、新聞の一面を掲示する活動を行ってい
る。
昨年度は、毎日、第１面・県内面・国際面・経済

面を掲示していたが、今年度は１週間のトップニ
ュースの移り変わりがわかるような掲示を行っ
た。また、昇降口前の掲示板では同日の２つの新聞
のトップニュースを並べて掲示した。

（４）学級新聞作り
本校では、学級新聞作りを継続して行っている。

各学級の新聞委員や新聞係が中心となり、約２ヶ
月に１回の割合で、学級毎に学級新聞を作成して
いる。出来上がった各学級の新聞は、それぞれの学
級に配付するだけでなく、「校内新聞コンクール」
として職員室前の廊下に掲示している。学年の金
賞を受賞した学級は、仙台市中学校学級新聞展に
出品される。今年度は２年生の作品が優秀賞を受
賞した。

（５）野活新聞作り
１学年では、10月に行った山形での野外活動の

まとめとして、民泊班ごとの新聞作りを行った。
時間の確保の難しさも重なり、新聞社の講師派

遣依頼はできなかったが教師が基本的な新聞のレ
イアウトや情報収集の大切さなどを指導し、各々
が新聞を作り上げた。

＜各階での掲示＞

＜昇降口前での掲示＞

＜表情シール＞
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（６）教師の気になる新聞記事紹介
教員がそれぞれ新聞から気になるニュースを取

り上げ、掲示を行った。毎日目にする新聞でも、ど
の先生がどういった記事を取り上げているのかを
知ることは、生徒にとって興味深く、新聞をより身
近に感じるきっかけになっている。

（７）各授業での取組
①学級活動
（ⅰ）「言葉の貯金箱」
生徒一人一人に新聞を配付した。生徒はその中

から心に残ることばを選び、切り抜いたその言葉
をワークシートに自由に貼り、選んだ理由を記入
して掲示した。さらに、お互いの作品を鑑賞する時
間を設け、生徒同士のそれぞれの思いを共有する
ことができた。普段声に出さない友達の思いや考
えを知ることで、より深く他者理解ができたよう
だった。

（ⅱ）「喜怒哀楽」
新聞の中で気に入った記事を切り取り、その記

事の内容を「喜怒哀楽」で表現し、感想とともに発
表する活動を行った。

（ⅲ）「友人の紹介記事を書こう」
～友人のよいところを仲間に知らせよう～

NIE研究大会での実践である。
新聞記事から人物紹介の手法を学び、インタビ

ューを行ったうえで、友人の紹介文を作成した。作
成する紹介文は、魅力的な人物紹介になるように
心がけ、完成した紹介文は、互いに読み合った。

＜先生の気になるnews＞
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②総合的な学習の時間
「未来を目指して」

NIE研究大会の実践である。
「働く人の思いが伝わる新聞記事」を通して、実
際に、「働く」とはどういうことか、どのような思
いで働いているかについて考えさせた。事前に集
めた新聞記事をもとに、班で互いの意見を交換し、
考えを述べあった。

②社会
（１）「授業の導入・話題作り」
内容と関連する記事を教師が紹介し、授業の導

入や資料として活用した。
（２）「トップ記事調べ」
１学年では、９月の新聞配布の時期から、新聞の

一面の見出しを写す活動を行った。書くこと、書き
ためたものを読み返すことで、世の中の動きが確
認でき、生徒の興味関心も高められた。

③理科
夏休みの理科の自由研究として、新聞のスクラ

ップを行い、感想や考察をまとめた生徒もいた。
＜新聞スクラップの例＞
・台風に関するスクラップ
・エネルギーに関するスクラップ

④音楽
演奏会の批評（河北新報「日曜わくわくサンデー

東北よもやま話」）などを、鑑賞の授業に使用し、身
近な音楽に触れることへの楽しさを伝えた。

⑤技術
「メディアリテラシー」の授業を行った。
６種類の新聞を提供していただいていたので、

各新聞の読み比べができた。同じ記事に対して、各
新聞の論調がどのように異なっているのかについ
て比較したり、どの点が同じなのかを考えたりし
ながら読み進めることで、情報を入手する力を養
った。
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４．教員研修について（校内研修会の実践）
７月 31日（木）に幸町中学校の木下晴子先生を講

師に迎え、校内研修を行った。前半は「NIEとは何
か」「NIEによる教育的効果や新聞活用の意義」な
ど、豊富な事例や授業実践を交えながらご講義いた
だいた。後半は、実際にそれぞれが新聞記事を選び、
感想を共有しあう『喜怒哀楽』の活動を行った。研修
の一環として行った活動であったが、新聞記事選び
やワークシートの記入・意見交換と大いに楽しみな
がら活動を行うことができた。実践例の紹介や、実際
の活動など、新聞の活用方法について理解を深める
ことができた。

おわりに
NIE研究協力校として、まず「生徒の身近に新聞
を置こう」ということからスタートして取り組んで
きた２年間である。劇的な変容ではないが、11月に
行った生徒アンケート結果を見ると、約半数の生徒
が「新聞を目にする機会が増えた」「興味が高まった」
と、新聞を身近な存在として感じるようになったこ
とがわかった。そして、これまで新聞を読む機会は
あっても、テレビ・ラジオの番組欄やスポーツ欄が
ほとんどであった生徒たちが、第１面をよく読むよ

うになったことも、注目すべき点と言える。情報の収
集はインターネットで、発信はスマホやケータイで
ということが主流になりつつある生徒たちにとっ
て、新聞は、話す・聞く・読む・書くという様々な言
語活動をより充実させるきっかけを作ってくれたよ
うに思われる。
意識が変わったのは生徒だけではない。私たち教

員も同じである。当初は、新聞を取り入れることに抵
抗を持つ教員も少なくなかった。しかし、現在では、
教育活動の様々な場面で自然に新聞を取り入れるこ
とにより、教育活動の質の向上に NIEが大きく貢献
することを体感した。
今後も、教育活動の様々な場面に新聞を取り入れ

ることは可能である。ただし、あれもこれもと取り入
れようとすると、表面的な取組になり、さらには生徒
も教員も負担感ばかりが増してしまうことになりか
ねない。大切なのは無理をせず、小さな実践でも積み
重ね、続けていくことである。現在、各学級で週１回
行っている「今週のニュースはこれだ！」や、朝の会
や帰りの会で紹介している「今日の気になるニュー
ス」などは今後も丁寧に取り組んでいきたい活動で
ある。
２年間、生徒にとっても、教員にとっても貴重な経

験をさせていただいたことに感謝をしている。今回
の取組をもう一度振り返り、この経験から得たもの
をこれからの本校の教育活動に十分に生かしていき
たい。

（担当　教諭　渡辺　真純）
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１．はじめに
ＮＩＥ実践指定校の１年目である昨年度は、児童
生徒が新聞に親しみながら相互のコミュニケーショ
ンを活性化させることを目標に取り組んだ。２年目
である今年度は一歩進めて、児童生徒に新聞を活用
しようとする態度を育てることを目標として取り組
んできた。

２．常時活動
①河北新報社のデータベースの活用。
②スクラップ活動
「この記事に注目！」と銘打ったスクラップ活動を
全学年（小学１年生～中学３年生）で取り組み、全校
のＮＩＥコーナーに常時掲示した。

ＮＩＥコーナーは通行量の多い場所にある。12月
現在では右の方には４年生の手書き学級新聞や５年
生が宿泊学習の振り返りを新聞に書いたものもを掲
示している。
手書き新聞と全学級のスクラップが掲示されてい
るので、他学級、他学年の興味や関心、考え方などが
分かり、よい刺激を受けた児童生徒もいる。自分のス
クラップが掲示してあることが自信につながり、そ
の後新聞によく目を通すようになった児童もいる。
右上の写真の児童は自分のスクラップを時々眺め
にくる。学級のスクラップをめくりながら、友達の選
んだ記事や感想にも興味をもち、ＮＩＥコーナーの
楽しみ方を学んだ。

３年生以上では日直の児童生徒がその日に注目し
てほしい記事を選び、朝の会や帰りの会で発表した
り、日直日誌に５Ｗ１Ｈやコメントを書いたりして
いる。

３年生は上の写真のように日直児童は選んだ記事
に付箋を貼る。すると担任がその記事をコピーして
日直児童に手渡してスクラップをさせる。学年で一
部の新聞を購読しているので、１つの記事に２人の
付箋が貼ってあることもある。

（５）聖ウルスラ学院英智小・中学校（平成 25・26年度実践指定校）

新聞を活用しようとする態度を育てる
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４年生学級では日直が書いてきたものをクラスで
もファイルし、前ページのようにぶ厚くなった。中を
開いてみると、あるページには下のように書かれて
いた。

５年生学級では日直になる一週間前から新聞を読
み続けて記事を選ぶ児童もいる。すると同じ週に日
直になった児童同士で互いに同じ記事を選ぶことも
ある。同じ記事を読んでも感想は人それぞれである
ことに他の児童も興味を示している。書くことは３
点。
１、５Ｗ１Ｈ
２、この記事を選んだ理由
３、感想
これに対して担任もコメントを書く。という作業

を続けている。
中学１年生は毎週末に宿題のスクラップに取り組

んでいる。一週間家庭で新聞をストックしておき注
目してほしい記事を選ぶ。選ぶに当たり、生徒は家族
に相談し、そこから親子の会話も弾んでいる。また、
生徒の選んだ記事と書いたコメントを見て、担任サ
イドでは新しい発見がある。この生徒がこの記事を
選んだのかという驚きや納得があり、生徒の視点も
分かる。つまりよりよい生徒理解へとつながってい

るということだ。スクラップのテーマを担任が毎週
与えている。例えばオリンピックに出てくる国に関
する記事。６月であれば沖縄の地上戦に関する記事
である。中学１年生では新聞が身近な存在になった。
中学２・３年生は日直がその日の記事から１つ選

んで学級日誌に貼り、コメントを書く。担任がそれに
コメントを書く。という活動を続けている。だから級
友同士で共通の話題も生まれる。担任サイドでは生
徒が好む記事の傾向を知ったり、生徒の新しい面を
発見したりしている。年度初めにはトップ記事しか
読まなかった生徒も徐々に新聞の全ページに目を通
すようになってきた。
下の写真は中学３年生が記事を切り取っている様

子。

③ＮＩＥタイム
毎週決まった時間帯にＮＩＥタイムを設けている

学級もある。小学２年生２学級と４年生１学級であ
る。
小学２年生では週１回朝読書の時間に家から持っ

てきた新聞を読む時間を設けている。年度初めには
写真を眺めるに留まったが、秋頃から記事文にも目
が向くようになった。家庭の協力も大きかった。児童
が読む記事の漢字に振り仮名を振ったり、読む記事
を選んで一緒に話し合う保護者もいる。その結果、小



ニュースだけでなく流行をキャッチすることも
できます。
ぼくは毎週「読売ＫＯＤＯＭＯ新聞」を読んでいま

す。すると最近の流行が分かります。少し前はエボラ
出血熱の治療にはインフルエンザの薬が効きそうな
ことが分かりました。最近では東京でけん玉がはや
り始めたことを知りました。何故かと言うと、外国の
人が日本からけん玉を持ち帰って、インターネット
で技を決めていました。それを日本の若い人が見て
すごいと思い、けん玉のスクールに通い始めたこと
がきっかけです。ぼくは新聞を読んで東京の流行を
知り、得をした気分です。

私たちは宮城の小学生ですが、違う県の小学生の
記事を読んで得をした気分になっている人もいま
す。
新聞の良いところは、違う県の小学校のイベント

や楽しいことやがんばったことが載っているところ
です。例えば、神奈川県の横浜市鶴見区平安小学校で
人気の理科コーナーには月替わりでいろいろな理科
グッズが並ぶそうです。このように、いろいろな県の
いろいろな小学校のことを知れることは、勉強にな
るし、とてもうれしいです。
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学生新聞なら概ね内容が理解できるという児童も現
れてきた。中には外国を知る記事、科学の連載、英語
のクイズ、他校の様子、最近の流行・・・とお気に入
りの記事のある児童もいて、本校の公開研究会の折、
ＮＩＥのプレゼンテーションを行った。
（プレゼンテーションの原稿を掲載）
４年生の１学級でも週１回の朝読書の時間帯に新
聞を読む時間を設けている。担任が選んだ記事を印
刷して配り、朝の会で感想や意見を発表し合う。その
結果、「読んで考える」という習慣がみについた。ま
た担任は記事の最後に「２面に続く」と書いてある１
面記事を意図的に選んできた。２面を読むことを勧
めてこなかったが、読む児童が増えてきた。
≪小学２年生のプレゼンテーションの原稿≫
プレゼンテーションは９名で行った。
私たち２年生は新聞に触れる良さをお伝えしま

す。最近のニュースに興味をもった人がいます。
私はエボラ出血熱に興味があります。エボラ出血

熱はかかると高い熱が出たり、吐いたり、いろいろな
ところから血が出て、とても大変な病気です。新聞に
はエボラ出血熱についてのことがたくさん載ってい
るので役に立ちます。私はエボラ出血熱にかからな
いように用心したいと思います。そして、家族にもか
からないでほしいです。世界中の子どもたちや世界
中の家族にもかからないでほしいです。
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違う県だけでなく、遠い国での出来事をも知るこ
とができます。
新聞の良いところは、遠い国で起こった出来事や、
遠い国にあるきれいなものや新しい建物ができたこ
とが分かるところです。例えばパキスタン人でノー
ベル賞をとったマララさんが２０１３年７月にアメ
リカの国連本部で演説をしたことや今年の１０月に
世界中で皆既月食をたくさんの人が見ていたことや
アメリカのテロ跡地に高層ビルができたことが分か
りました。新聞を読んで遠い国のいろいろなことが
分かることはとてもおもしろいし、すごいと思いま
す。

一方、連載を楽しむこともできます。
私は毎日小学生新聞に載っているまつもり先生の

「めっちゃおもしろサイエンス」という連載が大好き
です。まつもり先生は山梨大学の先生で、「どうすれ
ばみんなの考えを科学的な見方に結び付けられるの
か」を考えているそうです。例えば、まつもり先生は、
なぜ台風が通り過ぎた後、いい天気になるのかとい
うことを説明してくれます。私はもっとまつもり先
生の「めっちゃおもしろサイエンス」を読みたいで
す。
連載を使って英語を学ぶこともできます。
私は新聞を読んでいて英語の言葉を学んでいま

す。私は河北新報こども新聞の「英語パズルにちょう
せん」という連載を楽しんでいます。パズルを解きな
がら英単語を覚えることができます。最近では絵の
中にかいてある生きものを探しながら、生きものの
単語を覚えました。例えば、caterpillar, butterfly,Spi‑
derです。新しい単語を知ることはとてもうれしい
ことです。私はこれからもこの連載を通して英語
を学びたいです。

英語だけでなく国語の学習もできます。音読の価
値が知った人がいます。
私は音読の記事が載っている新聞を見つけて読ん

でみて、いいことがありました。それは音読をするこ
とで、口や耳、目の運動になることです。更に、音読
をすることによって意味がはっきりと分かるように
もなります。それまでは音読が面倒くさいを思って
いました。けれどもその日から音読を大切にするよ
にうなりました。これからも大切に音読を続けたい
です。この新聞記事に出会ってよかったです。



るようになったことは収穫である。プレゼンテーシ
ョンを行った児童だけでなく、他の児童も新聞に触
れる良さを知っているので今回の発表が成り立っ
た。紙媒体の新聞を購入して我が子に触れさせた保
護者の協力にも感謝をしている。
今後は児童が新聞を継続して読み続けられるよう

に支援していきたい。そのために今回プレゼンテー
ションを行ったように、各自が新聞に触れて良かっ
たと思う内容について交流を持たせていきたい。
発表の仕方については言語技術科を始めとして授業
で身につけた言語技術を生かして行うことができ
た。はじめにトピックを述べ、その後に例示する、理
由を述べる。主語を入れて話すなど。
④新聞の常置
各学年の廊下に新聞を常置している。毎朝その日

の新聞を置く。児童生徒が休み時間や授業の合間に
気軽に新聞を読むことができることを目的にしてい
る。小学１～４年生の廊下には毎日小学生新聞、小学
５年生～中学３年生までは河北新報を置いている。
小学校低学年の廊下を中学生が複数名で通りかかっ
たとき、小学生新聞の記事を読み、「そういうこと
か！」とうれしそうに納得して帰っていったことも
ある。
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自分たちで新聞を読むだけでなく、大きい学年の
人たちのスクラップを見て、初めて知ることや考え
させられることもあります。
私は２階のＮＩＥコーナーの記事を見ることがあ

ります。最近では６年生のスクラップが心に残って
います。ぱっと見たとき６年生の思ったことがたく
さん書いてありました。私はすごいと思いました。読
んでみたら地球温暖化のことが書いてありました。
原因の一つは二酸化炭素がたくさん出ていることで
す。二酸化炭素を出すのを皆で止めたらいいと思い
ます。私も紙のむだづかいを止め、ご飯を残さないよ
うにします。６年生のスクラップを見られて良かっ
たです。
このように新聞に触れる良さはたくさんありま

す。私たちはこれからも新聞に触れ続けていきます。
これで私たちのプレゼンテーションを終わります。
≪プレゼンテーションの指導に当たり≫
このプレゼンテーションを行うに当たり、２年生

児童全員が自分のＮＩＥを振り返るよい機会となっ
た。また児童が新聞を読み、スクラップをする活動は
続けてきたが、各自がどのような内容の記事に興味
を持っているのかを児童相互が知らずに来た。それ
を知ることができたのは良かった。友達の興味を聞
いて新聞を読む目が豊かになった児童もいるし、今
まで読んだことのない内容の記事にも目を向けられ

これは小学１年生の廊下の新聞。
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３．夏休みの取り組み
小学３年生以上の児童生徒全員の宿題として日本

新聞協会主催「いっしょに読もう新聞コンクール」に
取り組んだ。親子や家族と一緒に新聞を読み、１つの
記事を囲んで意見や感想を述べ合うことのできるよ
いチャンスとなった。また、小学校の部で「学校優秀
賞」をいただいたことは小学生共有の財産になった。

４．最後に
校内でＮＩＥのコンクールを考えていたが実現で

きなかった。今年度も新聞に触れる経験値を高める
に留まり、活用しようとする態度を育てるまでに至
らなかった。ただ新聞の良さを知った児童生徒が多
く見受けられる。また少数ではあるが先のプレゼン
を行った２年生児童のように新聞を活用して英語を
学ぶなどの活用方法を知った児童もいる。このこと
をチャンスとしてまた次年度以降、ＮＩＥを展開し
ていきたい。

（担当　教諭　石川　明子）

４年生が新聞を読んでいる様子。

こちらは中学３年生の廊下のコーナー。

中学３年生が新聞記事を選びながら笑っています。
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１．はじめに
平成 25、26年度の２年間ＮＩＥの研究協力校・実

践校の指定を頂き、次の２点をねらいとして実践を
行った。

（１）新聞を活用して、生徒たちがより広い世界に
自分を位置づけ、社会と自分の関わりを明確
にする中で進路を選択すること

（２）新聞を活用する中で異なった互いの意見を認
め合い、共に学び合う集団を作ること

ただ学年では、平成 24年度から毎日クラスに１部
ずつ新聞を取って活用してきており、研究協力校・
実践校の指定を頂いた平成 25年度もクラスに１部
ずつ、26年度にはコースによっては複数紙を読むこ
とができるよう廊下の新聞コーナーに４紙（２紙×
２フロアー）を準備するなど、新聞が普段の学校生活
の中にある環境を整えてきた。

２．課題と取り組みについて
（１）個人の課題について

本校では高校２年生で希望進路別にコースが編
成され、生徒たちは職業観や勤労観を深めながら、
志望大学・学部・学科をより明確にしていく。そ
して年度末までには全員が自らの考えを志望理由
書にまとめて書き上げることになる。書き上げた
志望理由書をもとにより具体的な希望進路別にク
ラスが編成される３年生では保護者、教員と相談
を重ねながら進学する大学・学部・学科を明確に
して受験の準備を進める。

1年時までの生徒の様子を見て、平成 25年度に
は、自らの経験の範囲内に留まらず、視野を広げ、
自らを広い世界や社会に位置づけて自らの考えを
定める力を伸ばすことを目標に実践を行った。例
えば、今年度は昨年度の成果と反省を踏まえ、生徒
が、教員や弁護士、医師や技術者等これまでの経験
の中で接してきたものや資格を必要とする「分か

りやすい」ものに偏らず職業観を持つことができ
るようにと考えて実践を行った。

（２）集団の課題について
１年時までの生徒の様子を見て、平成 25年度に

は自らの考えや意見を明確に仲間に伝えること、
やり取りを通して互いの考えを磨く力を伸ばすこ
とを目標に実践を行った。今年度は他者にしっか
りと向き合い自らの意見を明確に表明したり、相
手の意見や考えをしっかりと受け止め自らの考え
を磨いたり一つの考えにまとめる力を一層高める
ことを目標に実践を行った。

３．指導体制について
研究指定を受けた２年間、学年団の中に担当者（４

名）を置き、指導計画の立案、実際の指導を行うこと
にした。また、志望進路別のすべてのコースに属する
400名弱が上記の力を高められるように、実践は教
科の指導の中に求めるのではなく、ＬＨＲと課外の
講習、また休み時間や家庭での取り組みの中で考え、
行うことにした。特に、「記事を選び、記事について
考えたことや思いを伝え合うことで、相互理解を深
め、自分自身を受容する力を高めること」を最重要課
題とし、企画・立案、実施をすることにした。

４．実践内容
（１）平成 25年度
①研修旅行の事前学習での活用
本校では、12月の初旬に３泊４日の日程で、希

望進路別のコースごとに沖縄、長崎、広島・関西で
平和学習、進路体験学習、異文化理解学習を柱とす
る研修を行っている。10月頃から行われる事前学
習で、情報を共有するために新聞を活用した。具体
的には、８月の広島・長崎の原爆の日、終戦の日前
後に配達された、朝日、読売、毎日、日経、産経、
河北新報の各紙から研修旅行委員が情報を共有し
たほうがよい判断した記事を切り抜き、ラミネー
トしたものを廊下２箇所にそれぞれ掲示して学習
に利用した。また、コースでの平和学習に役立つと

（６）東北学院高等学校（平成 25・26年度実践指定校）

ＬＨＲ、課外の講習等での新聞の活用
～広い世界に自分を位置づけ、異なった意見を認め合い共に学び合う集団作りを目指して～
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考えられる記事をコピーして配布し、研修ファイ
ルに入れて各自目を通し、研修地での学習に活用
するようにもした。

②小論文講習での活用
２学期に設定された 40名弱の生徒が参加する

小論文の講習で、自らの答案を添削したり書き直
しをする際の材料として新聞記事を活用した。講
習は基本的に４回を１セットとし、１回目の講習
で答案を作成し、回収して教員が目を通した後、２
回目の講習で各自が記述を深める材料となるよう
な記事を複数コピーして配布して目を通させ、自
分の意見や考えと比較させ、メモを作らせたり添
削をさせたりした。

③「３Ｌリレーノート」での活用
係りが週に一つ新聞記事を選び、設定したテー

マについて一人ひとりが考えや感想を記しながら
６～７人で編成された班の中でノートを回し、仲
間の考えを受け止め、自分の考えを磨いていく意
見交換ノート＝「３Ｌリレーノート」での新聞記事
の活用を実施した。Ｂ５の大学ノートの左側に記
事のコピーにテーマを記したプリントを貼付し、
左ページに順に自分の意見を記していき、一巡し
たところで再度仲間の記述を読んで自分がどのよ
うに所与のテーマにいて考えたかを記し、個人と
して、班として考えを深めていくという取り組み
である。ノートに目を通し、組担任を中心とした教
員が適宜助言することで記事に関連する新たなテ
ーマについて意見を交換することもあった。

【廊下の掲示】

【新聞記事の切り抜きの様子】

【リレーノート】

【ファイル用の新聞記事】
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（２）平成 26年度
①小論文作成での活用
推薦で大学に進学することを希望する生徒が集

まるコース（150名ほど）で、入試小論文の作成練
習に際し、新聞記事を活用した。具体的には、課題
文型の小論文の作成の際、立論の根拠として廊下
に取り貯めた新聞から一人ひとり相応しい記事を
探し、内容を要約して答案に盛り込み、より説得力
のある小論文にするために活用した。

②小論文講習での活用
昨年度に引き続き、課外の小論文講習で、自らの

小論文の記述内容を深めるために新聞記事を活用
した。昨年度同様、講習は基本的に４回を１セット
とし、１回目の講習で答案を作成し、回収して教員
が目を通した後、２回目の講習で、特に各自が立論
の根拠となる具体例を、取り貯めた新聞から一人
ひとり相応しい記事から探し、答案に盛り込むよ
うに指導した。

③「３Ｌリレーノート」での活用
昨年度に引き続き標記のノートを作る際に新聞

記事を活用した。今年度は２つのステップを取っ
た。各クラス５～６名の班を編成し、ステップ１で
は、クラス 2名の新聞係りがそれぞれクラスの仲
間に是非知ってほしい課題を含む記事を切り抜い
て担当の先生に渡しコピーしてもらう。コピーを
ノートの見開きページの左側に貼付し、右側に自
分の意見を記しながら班の中で回し、期間の最後
に担当の先生に提出してコメントをもらう。ステ
ップ２では、一人ひとりが班の仲間に是非知って
ほしい課題を含む記事を切り抜いて１冊のノート
の左側に貼付し、右側に自分の意見を記しながら、
班の中で回した。

【リレーノート】

【廊下のＮＩＥコーナー】

【記事を探す様子】

【教室のＮＩＥコーナー】
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④学年外での活用
ａ『広島土砂災害支援募金活動』での活用
生徒会執行部と有志が８月に広島で起きた土砂

災害支援の募金活動を行う際に、学校全体で情報
を共有するために新聞記事を全校生徒が集まる礼
拝堂前に掲示し活用した。

ｂ『NHK杯全国高校放送コンテスト』出品作品
での活用について放送部がテーマとしてＮＩＥを
取り上げ、宮城県ＮＩＥ委員会事務局の方のご協
力を頂き、コンテストに作品を出品した。

５．成果と課題
（１）平成 25年度
①成果
●研修旅行事前学習での活用
近くで起きた出来事と過去の事実を結び付けて

より当事者性を持って考えることができるように
なったこと、記事を読んで考えることを通して学
年全体で課題を共有できるようになったことが挙
げられる。

平成 26年度「３Ｌリレーノート」実施要領

１．ねらい
・記事の選定作業を通して、広く社会に目を開
く機会を持つ。
・ノートへの記述を通して、自分の考えを分か
りやすく表現する力を高める機会を持つ。
・仲間の意見を読んで、他者の意見を受け止め
自分の考えを磨く糧とする機会を持つ。
・異なった互いの意見を認め合うことで、共に
学び合う集団を作る機会とする。

２．方法

①各クラス５～６名の班を編成する。班のまと
め役を 1名決める。
②各クラス 2名の新聞係りを決める。
③新聞係りは、クラスの仲間に是非知ってほし
い課題を含む記事を切り抜く。
※ＮＩＥコーナーの新聞記事を活用します。一
部事務室の新聞を活用させて頂く予定です。
④切り抜いた記事を担当の先生に渡す。
※「記事を読んで考えたことを記そう」ではな
く、記事の中の「このことについて考えてほ
しい」という場合には、そのことを紙に記し
て担当の先生に伝える。
⑤担当の先生がコピーした記事を準備したノ
ート（大学ノート）の見開きページの左側に
貼付する。
⑥見開きページの右側に自分の意見を記しな
がら、班の中で回す。
⑦期間の最後に担当の先生に提出して、コメン
トを頂く。

①一人ひとりが班の仲間に是非知ってほしい
課題を含む記事を切り抜く。
※ＮＩＥコーナーの新聞記事を活用します。一
部事務室の新聞を活用させて頂く予定です。
②切り抜いた記事をノート（大学ノート）の見
開きページの左側に貼付する。
③見開きページの右側に自分の意見を記しな
がら、班の中で回す。
④期間の最後に担当の先生に提出して、コメン
トを頂く。

ステップ１

ステップ２

【礼拝堂前の掲示と募金の様子】



− 38 −

●小論文講習での活用
他者の考えや他の関連する事実と自らの考えを

結びつけ深められるようになったことが挙げられ
る。

●「３Ｌリレーノート」での活用
根拠を明確にして自らの考えを表明し、加えて

相手の考えと違いを正確に評価した上で自らの考
えを深めることができるようになったこと、互い
にしっかり話し、聞き合う雰囲気が学年の中に醸

成されつつあることが挙げられる。
②課題
小論文講習での新聞記事の活用と「３Ｌリレー

ノート」の取り組みを継続することによって、より
生徒の視野を広げること、他者の考えを糧に自ら
の考えを深める力を携えさせること、より組織的
にこれらの取り組みを実施することができるよう
体制を見直すことが挙げられる。

（２）平成 26年度
①成果
●小論文作成での活用
社会で起きている事件や出来事が与えられた論

文の課題と結びつくことの理解を通して、改めて
物事のつながりに気づき、より具体的に考えるこ
とが出来るようになったことが成果として挙げら
れる。

●小論文講習での活用
視野を広げ、加えて自らの考えからより遠くに

あると思われる事件や他者の考えと自分の意見や
考えを結びつけて、それらを深められるようにな
ったことが挙げられる。
●「３Ｌリレーノート」での活用
記事の選択を通して、自分の興味関心や考えを

明確に仲間に伝える力を養い、加えて多くの仲間
の興味関心と世の中の課題に向き合い視野を広
げ、自分の意見をことができたことが挙げられる。

【情報共有の様子】

【情報共有の様子（事後報告会）】

【廊下の新聞ストック】

【記事を探す様子】
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②課題
特に小論文作成の際に新聞記事を活用すること

を通して気づいた諸事象間のつながりについての
視点と具体的に考える力を生徒が今後も持ち続け
ていくための働きかけをどのようにするかという
こと、また特にリレーノートへの取り組みを通し
て携えた広く世の中に横たわる課題に向き合う力
と自分の意見を具体的に持ちそれを相手に明確に
伝える、相手の意見をしっかりと受け止め自分の
考えを磨く力を、特に進路先で出会う新たな人間
関係の中で発揮するための仕掛けをどのようにす
るかということが挙げられる。

６．まとめ
25、26年の 2年間の実践を通して、日常生活の中
に新聞があり新聞を通して世の中と自分や仲間が繋
がっているという気付きを生徒が携えることができ
たと考えている。生徒との何気ない会話の中で耳に
した「朝普通に新聞に目を通して記事について友達
と話す」という言葉がそのことを如実に物語ってい
ると思われる。今後は進路先の新たな環境や人間関

係の中で、また人生の歩みとともに変化する興味関
心に沿ってさらに多くの記事に目を向け、出来事の
間のつながりに気づき自分の考えを磨く力を高め仲
間との意見交換や議論を深められるようになること
を期待する。そのためにも、今後彼らが日常生活に新
聞がある環境に身を置き続けていくことが大切であ
ると考える。

一方で、一緒に実践に取り組んだ教員との話しい
や作業を通して、個人の実践では決して得ることの
できないであろう多くの工夫や学びを得られたこと
は大変に嬉しいことであった。今後それぞれが別の
学年や生徒を担当する際に今回の経験を活かし、取
り組みに磨きを掛けさらに新たな実践に繋げていき
たいと考えている。
末筆になりますが、このような機会を与えて頂き
また実践にお力添えを頂いた宮城県ＮＩＥ事務局
の方々にこの場をお借りして感謝申し上げます。

（担当　教諭　柴田　隆一）

【廊下に掲示した委嘱状】

【職員室内のＮＩＥコーナー】

【リレーノート】
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Ⅰ はじめに
本校では、平成 24年度から２年間、ＮＩＥ研究協

力実践校として、また、今年度は、奨励校として、新
聞に親しみ、自分の考えをもって表現する児童の育
成を目指して実践を行ってきた。

Ⅱ　昨年度までの取組
１　教員研修
河北新報教育プロジェクト事務局の方々をお招き

し、記事の見方、新聞の見方、見出しのつけ方などに
ついて、実際の新聞を活用しながら分かりやすく説
明をしていただいた。
２　環境整備
職員室前廊下に、吉岡小学校にかかわる新聞記事

や最近話題の新聞記事を切りぬき、コメントをつけ
る形で記事を紹介するとと
もに、新聞に慣れ親しめる
ような環境作りを行った。
また、各教室に配布した
新聞をストックする場所を
決め、教室に新聞が配布さ
れていないクラスでも、各
種の新聞を自由に手に取り、授業や日常活動にいつ
でも活用できるようにした。
３　授業での取り組み
（１）ＮＩＥ指導部の設定

校内研究を教科・領域別の研究とし、ＮＩＥ指
導部を設定した。学年から１名ずつＮＩＥ指導部
に所属し、学年のリーダーとしてＮＩＥを広める
ことができるような仕組みを取り入れた。
以下の３つを研究の視点にして取り組んだ。
視点①―【課題提示の工夫】児童が主体的に学び

課題を解決するための工夫
視点②―【学習過程の工夫】児童に自分の思いや

考えをもたせるための（受信する）工夫
視点③―【言語活動の場の設定】児童が自分の思

いや考えを伝え深めるための（発信す
る）工夫

（２）各学年の実践授業

○教科名　国語
○単元名　「ひらがなをさがそう」

○教科名　創意
○題材名　「新聞に親しもう」

○教科名　学級活動
○題材名 「新聞の見出しですごろくをしよう」

○教科名　道徳（情報モラル）
○題材名　「気をつけよう携帯電話」　

○教科名　社会
○単元名　「わたしたちの生活と政治」

Ⅲ　今年度の取組
今年度は、昨年度に引き続き以下の取り組みを行

った。
１　ＮＩＥコーナーの設置
ＮＩＥ予算でテーブルを購入し、新聞コーナーを

職員室前に設置した。児童が自由に新聞を読むこと
ができる環境を充実させた。
２　授業での各学年の取り組み

○教科名　国語
○単元名　「しっていることばをさがしてみよう」
○内容：国語で学習した漢字を、新聞の中から探
す活動を行った。
○成果：全ての記事
に漢字表記が見ら
れるため、児童へ探
し方や探す場所へ
の視点を与えるこ
と、また、指導者が
精選した紙面に取
り組ませるよう配慮した。今まで学習した漢字

２年生

４年生

５年生

６年生

２年生

１年生

（７）大和町立吉岡小学校（平成 25・26年度奨励校）

「新聞に親しみ、自分の考えを表現する児童の育成」
～新聞の効果的な活用を通して～

ＮＩＥコーナー



− 41 −

だけでも、新聞紙上に多く使われていることに
気付き、同時に、記事の内容の大体を読み取る児
童も見られた。

○教科名　学級活動
○題材名　「新聞写真集を作ろう」
○内容：新聞記
事から自分の
気に入った写
真を選び、新聞
名、日付、リー
ドを読み取っ
て記録し、自分
がなぜその写真を選んだのかを書いた。友だち
同士で見せ合い、代表者が全体で紹介した。
○成果：普段新聞記事に
目を通したことのない
子がほとんどだった
が、日付やリードなど
新聞のつくりについて
知ることができた。ま
た、新聞にはいろいろ
な記事が掲載されてい
ることにも気付くこと
ができた。

○教科名　総合的な学習の時間
○題材名　「新聞記事を作ろう」
○内容：自分たちで調べ
たことを記事として、グ
ループごとに見出しに
気を付けた新聞作りを
行った。
○成果：自ら取材したことを紙面にまとめること
で表現する力を身に付けることができた。情報
モラルについ
ても、ニュース
で取り上げら
れることが多
いツイッター
やフェイスブ
ックなどＳＮ
Ｓに関わるトラブルの記事を紹介することで子
どもたちが身近な危険性に気付くことができ
た。また、一つ一つの事件や問題になっているこ
とを取り上げた記事により、じっくりと解説し

４年生

３年生

ながらみんなで考えることができたのも効果的
であった。

○教科名　国語
○単元名　「新聞記事を読み比べよう」
○内容：新聞記
事を読み比べ
て、書き手の意
図を読み取ら
せるために、
「見出し当てク
イズ」を行っ
た。
①2人 1組になって、用意した新聞記事とその
写真を交換し合う。
②渡されたら、その記事の内容や写真に合った
見出しを考えて書く。
③もともと新聞に掲載されていた見出しとどの
くらい近かったかを互いに話し合い点数を付
ける。

○成果：クイズ形式にす
ることで参加する意欲
が増した。単に「当たっ
た」「はずれた」だけで
なく、考えた見出しと
新聞の見出しを比較し
て良さや工夫を話し合
うよう指導したので、
書き手の意図やメッセ
ージをつかむ力が付いた。

Ⅳ　成果と課題
ＮＩＥの実践３年目ということで、児童の活字に

対する抵抗感が減り、積極的に新聞を読む姿が見ら
れた。また、児童同士で記事について話し合うなど、
考える力やコミュニケーション力が向上した。
現在、我々は高度情報化社会の中で生活している。
取り入れる情報を取捨選択し、能動的に考えていく
ことがいっそう重要になってくる。今後も、新聞を身
近な情報ツールとして学校現場で活用していくこと
が必要不可欠と考えている。

（担当　教諭　阪元　啓介）

５年生
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１　はじめに
本年度は、実践３年目を迎え、「読む」（情報を整理

分析する力）、「考える」（情報・事象について自分の
考えを持つ力）、「表現する」（自分の考えを話す・書
く力）の中でも、校内研究（国語科）の「伝え合う力」
との関連を図り、「表現する」に重点をおいて実践し
てきた。

２　実践の概要
１）ＮＩＥにかかわる環境構成
（１）ＮＩＥコーナーの設置
①設置場所　職員室前掲
示板、各階廊下掲示板
②掲示内容
・新聞記事
・新聞タイム賞作品
・お知らせ、案内

（２）新聞コーナーの設置
①設置場所　図書室・３～６年教室
・新聞は各教室と、図書
室に配置。
・知らせたい新聞記事
・新聞スクラップ等
２）常時活動
（１）新聞タイム

毎週木曜日の業前活動として行っている新聞タ
イムには、新聞タイムＡ・Ｂ・Ｃ・Ｓと４種類あ
り、それぞれ次のような内容である。
①新聞タイムＡ
担任が新聞記事を選択し、

プリントを作成する。その記
事に対して、児童が感想等を
記入する。感想を交流し合
う。
②新聞タイムＢ
児童が新聞記事をスクラ

ップし、感想を書いて学校に
持ってくる。記事と感想を紹介し合う。

③新聞タイムＣ
Ａとの違いは、家の人の感想欄が付いていると

ころである。学校で自分の感想を書き、家の人に記
事と児童の感想を読んでもらう。更に自分の感想
を記入して学校に提出する。
④新聞タイムＳ
新聞記事から担当

が人物写真を切り取
り、プリントを作成す
る。児童は、自分でテ
ーマを作り、吹き出し
を使って誌上討論会
を完成させる。

（２）学級での活動
学級での朝の会や帰りの会で、児童や担任によ

る記事の紹介等を行っている。
３）授業における新聞活用
○新聞作成

授業における新聞活用（新聞記事を活用した授
業づくり）を継続している。特に、表現力の育成に
重点をおいた本年度は、新聞作成にも力を入れた。
●登米市未来新聞コンクールへの応募
＜新聞づくりの手順＞
①登米市の現在の課題や将来的課題について新聞
記事やインターネットを通して調べたり、聞い
たりしながら６年生全体で話し合った。少子高
齢化に伴う人口減少に歯止めをかけたいとの思
いから、次の４つ｢発展｣、｢福祉｣、｢環境｣、｢イ
ベント｣を作成のテーマとした。
②グループ毎に、テーマを一つ選択し、市の課題に
対する解決方策を考えた。
③出前授業で学んだことを参考に、記事の書き方
を考え、記者になった
つもりで、未来の登米
市の姿を想像し、客観
的に文章にまとめた。
自分の思いは、架空の
人物にインタビュー

（８）登米市立東郷小学校（平成 26年度奨励校）

新聞を活用し、「読む力」「考える力」「表現する力」を育てる

【新聞タイムＡ−５年】

【新聞タイムの様子　5年】

【編集会議】
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として代弁させるようにした。
③新聞のレイアウトやリード文を考えたり、読み
手に伝えたい順に記事をレイアウトしたりし
た。写真の代わりに未来を想像し記事に合う挿
絵を入れた。
※コンクールにおいて審査員特別賞を受賞した。
●その他の新聞
①教科学習に
おける学習
のまとめと
しての新聞
・国語科、社
会科、理科
②総合的な学
習における学習のまと
めの新聞
③行事等の思い出を残す
ための新聞
・花山合宿、修学旅行
④学級新聞
４）家庭での取組
（１）日常の取組
①新聞タイムＢ…全学年
対象（記事スクラップと
感想記入）
②新聞コラム（河北春秋）
…高学年対象（視写）

（２）長期休業中の取組
①すてきな写真探し…下
学年対象（スクラップ）
②記事スクラップ…上学
年対象
③いっしょに読もう新聞コンクール応募…上学年
※26年度学校奨励賞受賞
④河北新報新聞記事コンクール応募…高学年対象
※24年度６年児童優秀賞受賞
※25年度５年児童論説委員長賞受賞
※25年度６年児童優秀賞受賞
５）ＮＩＥを起点とした広がり
○新聞記事から募金活動へ

昨年度は新聞タイムを起点として、児童会を中
心として「フィリピン台風絆募金」を実施した。本
年度は、夏休みの新聞記事コンクール（河北新報社
主催）への応募作品を起点として募金活動へと繋
がった。
●広島土砂災害支援募金

＜広がりの様子＞
広島土砂災害の記事を読んだ児童数名が作文の

中に「自分たちの手で少しでも手助けたいので、今
年は広島土砂災害に対して募金活動を行ってはど
うか」という趣旨のことを書いていた。
このことを児童会の中心である企画委員会に紹

介し、企画委員会で募金活動の原案を立て、代表委
員会で話し合った。全会一致で本年度の募金を広
島に送ることをが決定した。
児童は、募金活動のチラシを作り、全校児童に配

布した。プルタブや空き缶を集め、学習参観日に
は、企画委員が保護者を対象に募金活動を行った
りした。
集まったプルタブと空き缶を換金〔3,592円〕し、

募金（12,651円）と合わせ、計 16,243円を１月８
日に日本赤十字社の窓口である市役所を通して、
広島土砂災害募金として送った。
募金活動が教師や大人の発案ではなく、新聞記

事を起点とし、児童自らというところに意味があ
り、より自発的・積極的な活動となった。すでに、
児童は次年度の活動に思いをはせている。
６）保護者への啓発
ＮＩＥ通信での活動内容の発信、新聞タイムの講

会などを行っている。
７）児童･職員の研修
①６月　職員ＮＩＥオリエンテーリング

３・４年新聞オリエンテーリング
５年新聞学習（国語科）

②７月　ＮＩＥ全国大会（１名参加）
③９月　新聞作り研修会（６年生対象出前教室）
④10月　ＮＩＥ県大会参加（１名参加）
※ＮＩＥ工房随時参加

４　おわりに
本年度で新聞の無料提供も終わり、活動の縮小も

避けられないのが現実である。しかし一方で、私たち
は、児童の世の中の出来事に興味・関心を示してい
る姿がを数多く見受けられ、それに伴って読む力や
表現する力が育ってきていることを実感している。
また、ＮＩＥの様々な有効性を知り、保護者のアンケ
ートや会話からＮＩＥの継続を望む声が多い。
そこで、次年度以降も「新聞タイム」を中心としな

がら、授業での新聞活用、新聞づくりなど、活動の成
果として評価できる取組を我が校の特色ある活動と
して、継続していきたいと考えている。

（担当　教諭　小山　順一）

【完成した未来新聞】

【記事抜粋−登米イベント未来新聞より】
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１　はじめに
インターネットの普及と反比例するように若年層

を中心に新聞離れが進んでいる。本校においても例
外ではなく、「新聞を見ない、読まない。」、「家でとっ
ていない。」などの理由で新聞に触れることの少ない
児童が多くなっている。
新聞には、新しい情報が入手できるという重要な

役割がある。さらに活字に目を通すことによって文
字を身近に感じたり、文章を読み取ることによって
読解力を身に付けたりするという働きも持ってい
る。
そこで、本校では、「新聞に興味を持ち　進んで親
しむ児童の育成」をテーマとして設定し、平成 26年
度からＮＩＥの実践に取り組むこととした。本年度
は、「新聞に興味を持たせ、より身近に感じさせるこ
と」を念頭に実践を進めていきたいと考えた。

２　実践の概要
（１）環境づくり
【ＮＩＥひろば】
校舎２階の中央に位置する特別教室とその廊下

に、「ＮＩＥひろば」を設定し、いつでも新聞を見る
ことができる、読むことができる環境をつくってき
た。日々、届けられる新聞（河北新報、朝日新聞、日
経新聞、産経新聞、毎日新聞、読売新聞）を整理し、
廊下には「今日の新聞」、教室内には「昨日の新聞」を
並べ、児童が日常的に興味を持って見ること、読むこ
とができる環境をつくった。

【新聞記事あてクイズ】
随時、記事と写真を組み合わせる「新聞記事あてク
イズ」などを実施し、児童の新聞への興味・関心を高
めた。

（２）教員研修
河北新報社教育プロジェクト事務局長の砂金慎

氏、宮城県ＮＩＥ委員会コーディネーターの齋藤昭
雄氏をお招きし、新聞活用オリエンテーションや研
究の取り組み方についての研修会を行った。
（３）朝の会での新聞の活用
教師が選んだ記事を朝の

会で紹介する場を設けた。そ
の記事を選んだ理由や感想、
６社の新聞の第１面の記事
の見出しなどを紹介し、児童
の興味・関心を高めた。
（４）授業での新聞の活用
【１、２年　創意「すてきなしゃしんさがし」】
新聞を使う活動に児童から喜びの声があがった。

プリントに自分の気に入った写真を切り取っては
り、その写真を選んだ理由や感想を書かせた。
気に入った写真を探す活動では、新聞をめくりな

がら、「おもしろそうな写真だね。」「どれにしようか
な。」などの声が聞かれた。写真を決めてからは、そ
の理由や感想を考えながら自分の思いを書いてい
た。
グループや全体で発表し合い、興味がある写真や

インパクトのある写真の発表に驚きや歓声があがっ
た。この活動を通して、新聞は大人の見るものという
イメージから児童に新聞を身近に感じさせることが
できた。

（９）七ヶ浜町立松ヶ浜小学校（平成 25・26年度実践指定校）

新聞に興味を持ち、進んで親しむ児童の育成
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【３年　総合「すてきな写真さがし」】
新聞を読んだり、新聞に触れたりする機会の少な

い児童が多かったことから、少しでも新聞に興味を
持たせようと、総合的な学習の時間に「すてきな写真
さがし」を行った。新聞の中の写真から、自分が興味
を持ったものを１枚選び、選んだ理由やその写真を
見て感じたことをまとめさせた。児童は、好きな写真
を探す活動に楽しみながら取り組んだ。
本学習後、自分で「新聞ノート」を作成し、家庭で

購読している新聞の中から気に入った写真を切り取
りノートにはるというという活動に発展していっ
た。
【４年　国語「みんなで新聞をつくろう」】
「みんなで新聞をつくろう」では、身の回りの出来
事を新聞にする学習活動を通して、新聞に慣れ親し
んだ。単元のまとめの段階では、新聞を活用し、いろ
いろな新聞社の記事を見たり読んだりしながら、題
字や一面記事、自分が興味を持った新聞記事、気に入
った写真、国名などを探し出していた。
この活動を通して、児童は、新聞には非常に豊富な
情報が含まれていることに気づいた。児童は、新聞に
興味を持って、記事を探す活動に積極的に取り組ん
でいた。また、新聞の構造などに気がつくことができ
た児童もいた。

【５年　創意「ことばの貯金箱」】
児童に、「優しくあたたかい気持ちになることばを
意識させる」というねらいで取り組んだ。児童は、「記
事の見出しや写真などから、幸せな気持ちになるこ
とば、写真を探す」をテーマとして学習に取り組ん
だ。児童は自分なりの「幸せ」の視点を持ち、記事や
写真をどんどん切り取っていた。ことばの貯金箱シ
ートには、記事の配置にも一人一人のこだわりや思
いが表れていた。グループで同じことばを見つけて
いたことに喜んだり、友達の切り抜きに「これ、いい
ね。」と言い合ったりして、作品を通して児童同士が
心を通わせている場面も多く見られた。
ことばの貯金箱の実践では、自己表現活動として

の有効性を感じた。

【５年　社会「工業生産と工業地域」】
本単元のまとめの段階で、主に日経新聞を活用し、

「工業生産」をキーワードとした「工業生産スクラッ
プブックづくり」に取り
組んだ。児童の多くは前
単元で学習した「自動車
をつくる工業」の関連記
事や写真、また「時計」や
「カメラ」、「家庭電気製
品」などの身近な工業製品関連の記事や写真を見つ
け、自分の「工業製品スクラップブックづくり」に楽
しそうに取り組んでいた。その中に書かれていた感
想には、「新聞にはいろいろな記事があって驚いた。」
「スクラップブックを初めてつくったけれど、資料集
めには新聞が便利だった。」など，新聞に対する新し
い気づきが書かれていた。
【５年　国語「物語のおもしろさを考えて読む」】
発展学習として、新聞に掲載されている「図書の広
告欄」を活用し、印象に
残った本の題名や購入
したくなった本の題名
などをノートにたくさ
ん書き出す活動を行っ
た。その本の題名を選ん
だ理由や気づいたことなどをまとめさせながら、「題
名の付け方や題名に込められた意味」について考え
させることができた。

３　次年度に向けて
・ＮＩＥの実践にむけて、校内組織を再構築し、全学
年の児童が日常的に楽しく取り組んでいくことの
できるような体制づくりを行う。
・ＮＩＥの活動を関連する各教科等のカリキュラム
の中で整理し、計画的に実践できるようにする。
・学級活動や児童会活動において、児童による自主
的、実践的な活動ができるようにしていく。
・新聞を活用した授業実践について、教員研修を行
い、ＮＩＥの活動への意識と意欲の向上を図る。

（担当　教諭　藤澤　雪彦）
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１　はじめに
本校では、新聞に親しみ、活用し、「読む力」「考え

る力」「表現する力」を育てることを目的にＮＩＥ実
践に取り組んでいる。１年目の 26年度は、まず、児
童を新聞に慣れ親しませることを主眼に置き、３年
生以上の児童を対象にＮＩＥの実践を行った。

２　今年度の取組
（１）業前を活用した新聞を読む時間の確保
教室に新聞を置き、常に読めるようにした。業前な
どに新聞を読む時間を確保して新聞に親しめる環境
を整えた。

（２）朝の会・帰りの会での記事紹介
教師や日直やニュース係の児童がその日の新聞の

中から気になった記事やみんなに読んでほしい記事
を紹介した。紹介したい新聞記事の要点と自分の感
想を書き、紹介後廊下に掲示し、学級以外の児童にも
紹介した。

（３）ことばの貯金箱
どの学年も「ことばの貯金箱」に取り組んだ。その

都度、切り抜き、ストックしておいたお気に入りの
「ことば」や「写真」を自由に貼り、自分の思いを表
現した。互いに作品を紹介し合うことで、友達の思い
や考えを知ることができた。

（４）新聞記事のスクラップ
児童一人一人が新聞を読んで、みんなに紹介した

い記事を切り抜きまとめる。まとめる時はオリジナ
ルの見出しを付け、新聞記事を読んだ感想や自分の
考えを書く。できあがったスクラップは児童同士で
交換し、スクラップを読んだ感想を書く等、様々な記
事に関心を持つように工夫した。

（10）仙台市立田子小学校（平成 25・26年度実践指定校）

新聞に親しみ、活用しようとする児童の育成

「心に残ることば集め」 「これでいいかな」
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（５）新聞貼りつけ日記（高学年）
新聞の切り抜きを資料にしたミニ日記を書く。考

察の文の書き方としては、①感じたことをズバリと
一言で書く。②感じたことのもとになっている文を
引用する。③引用の後に理由づけの文を書く。このコ
ツを使って、新聞から情報を切り抜き、その感想を書
かせた。

（６）河北新報「ＮＩＥにチャレンジ」の活用
毎週月曜日の河北新報の記事「ＮＩＥにチャレン

ジ」にクラス全員で取り組んだ。新聞記事を読んで設
問に答えたり、自分の考えを書いたりした。
（７）環境整備
新聞に興味を持たせるために新聞の良さのＰＲ文

と記事を廊下や教室に掲示するなど、常に多くの児
童の目に触れるように場を設定した。新聞委員会が
中心となって、新聞記事を切り抜き、記事の紹介を行
った。

３　成果と課題
＜成果＞
・常に新聞が読める環境を作ったことで、自発的に
新聞を読む児童が出てきた。
・児童の好みによって読む記事に偏りがあったが係
や教師が紹介することで様々なジャンルの記事に
興味を持ち、読むことができた。
・「ことばの貯金箱」「スクラップ」等で、記事を切り
貼りし感想を書くといった活動を行ったことで、
普段新聞に親しむ機会のない児童も、記事に興味
を持ち活動に取り組むことができた。
・「ＮＩＥにチャレンジ」の活用は、文章だけでなく、
写真も載っているので児童は意欲的に取り組むこ
とができた。さまざまなジャンルの記事を題材に
しているので良かった。
＜課題＞
・新聞を読むことに抵抗がある児童にとっては、友
達が紹介してくれた記事であっても、なかなか読
んでみようという気持ちにならないようだ。そう
いった児童も興味を持って記事を読むことができ
るような手立てを考えていきたい。
・「ＮＩＥにチャレンジ」の活用は、内容によっては、
小学生には難しいものもあった。内容をよく吟味
する必要があった。

（担当　教諭　小笠原英世）

「新聞の良さを紹介したＰＲ文」

「教室掲示」

←「新聞委員会による記事
の紹介」
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１　はじめに
夏休みの終わり、我々教職員に対してのＮＩＥ研

修が行われた。２年計画のＮＩＥ活動によって生徒
たちがどのように変容していくのか。また、どのよう
にして変容させることができるのか。新しい活動を
進めていく難しさはあるが、「気楽に実践してほし
い」という河北新報社のお言葉を糧に活動を継続し
ている。
相手意識や目的意識を明確にし、自分の考えを豊

かに表現する力を身に付けることは、社会生活で重
要なことである。今日、言語活動の充実が重要な改善
点として位置付けられており、言語活動の基礎・基
本を支える研究は今後ますます発展していくと思わ
れる。ＮＩＥは生徒たちの表現力を高める有効な方
法であると捉え、全学年で実践する。

２　NIE実践計画（1年目）
次のように校内目標を設定した。１年目は、「新聞

に親しみを持たせながら生徒たちの興味・関心を引
きだす」こと、２年目は、「新聞の活用を通して、思
考・判断・表現の力を身に付けさせる」こととして
いる。

３　生徒の実態
「新聞等の活用に関するアンケート調査」を 10月
３日に行った。この結果を踏まえてＮＩＥ活動を進
めているところだが、２月に再度同様の調査を行う
ので、変容が見られることを期待している。

①家庭で新聞を読むことは少ない。
②新聞を読むことが多い生徒も学年が上がるにつれ
新聞を読む回数が減る。
③どの学年でも「ＮＩＥ」を知らない生徒の方が多
い。「ＮＩＥ」を知っている割合は、２年生では約
半数、３年生では３分の１、１年生についてはほと
んど知らない。朝の会を中心にＮＩＥの目的や意
義を伝えていくことを先生方にお願いしたい。
④新聞で読む記事について最も多いのが、１年生で
はテレビ欄、２年生ではスポーツ欄、３年生では１
面と社会面である。学年が上がるにつれ分散して
いく傾向にある。
⑤よく読む記事と興味関心は関連しているが、興味
関心があってもその記事を読まない。興味関心の
ある記事を紹介したり、記事を紹介することで興
味関心を引きだしたりするよう取り組みを工夫す
る。
⑥さまざまな面で新聞が役立つと思っている。世の
中の動向を知る意味を感じている生徒は多い。身
近な地域について興味を持たせることは課題であ
る。

（11）蔵王町立宮中学校（平成 26・27年度実践指定校）

生徒たちの興味・関心を引きだす新聞　～ＮＩＥ初年度～

月 内　容
9 ・ＮＩＥガイダンス

・ＮＩＥコーナーの設置（各学年廊下）
・個人新聞づくり

10 ・ＮＩＥコーナーの設置（生徒玄関前）
・第１回ＮＩＥアンケート調査
・「朝のスピーチ」ガイダンス

11 ・第１回「ことばの貯金箱」
・第１回「朝のスピーチ」開始（～12月）

12 ・新聞記事を使った道徳授業
1 ・第２回「朝のスピーチ」開始（～２月）

・「先生の気になるニュース」開始（～３月）
・「記事を集めて世界を知ろう」の実践

2 ・「１枚の写真から文章を書く」の実践
・第２回「ことばの貯金箱」
・第２回ＮＩＥアンケート調査

3 ・新聞記事を使った道徳授業
・ＮＩＥ活動の感想を書く

＜アンケートの 1項目＞
⑧宮中学校では NIE活動の一環として，学校で新聞を自
由に読めるようにしています。あなたは学校で新聞を読
んでいますか。　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

＜アンケート結果の考察＞
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⑦学年が上がるにつれ，新聞が学習に役立つと思う
割合が大きくなる。
⑧学年が上がるにつれ、学校で新聞を読まなくなる
傾向にある。１、２年生と３年生の間に顕著な差が
見られる。新聞コーナーを各学年に設置すること、
新聞の部数を確保すること、朝読書の時間を利用
することなどの取り組みを工夫したい。
⑨ほとんどの生徒が新聞を読んで「なるほど」と学習
できている。１年生には、読みやすい記事を紹介す
るなどのわかりやすい取り組みも必要である。
⑩ほとんどの生徒が新聞を読んで意見を表す経験を
したことがないので、朝のスピーチを毎日行って
いく。各教科で新聞を扱うことも考えたい。

４　主な実践内容
（１）NIEコーナーの設置
毎日、新聞に触れる・見る・読むことによって新
聞に慣れ親しんでもらおうと開始した。最初の 1ヶ
月は、各学年分のＮＩＥコーナーを設置し、河北新報
を２部ずつ用意した。教室移動の際に足を止めて読
むなど、多くの生徒が有効利用できた。部数を確保す
る工夫によって継続していきたい。

10月以降は、生徒玄関前の 1ヶ所に設置してい
る。昼休みや下校前に読む生徒が多い。掲示された朝
のスピーチを見る生徒も増えてきた。視覚的な工夫
も考えながらＮＩＥコーナーの充実を図りたい。

（２）朝のスピーチ
朝の会を充実させることは学級づくりの１つのポ

イントである。この時間を使って新聞記事のスピー
チと感想発表を行っている。中には、用語の意味や記
事の背景を調べ、余白にびっしりと書く生徒もいる。
生徒たちのスピーチは、理解が難しいロシア情勢か
ら話題によく出る楽天の記事まで多様であり、興味
津々に取り組んでいる。また、スピーチをする生徒だ
けではなく、その感想を発表する生徒にも表現力の
向上が見られている。他の情報と関連させた意見や
「もっと～すれば・・・」のような言い回しなど、成
果を感じる場面が増えてきた。今後も楽しさを第一

に、５Ｗ１Ｈや展望を書くなどの約束事をおさえ活
動を進めていきたい。
スピーチ発表後、担任の先生にコメントを書いて

もらい、その日のうちにホールに掲示することにし
ている。これにより、学級によって活動内容に差があ
ることも感じた。更なる共通理解を図り、活動を継続
していきたい。

（３）個人新聞づくり
修学旅行や農業体験などの社会体験学習を前に、

新聞をつくるためのガイダンスを行った。「アタマ・
カタ・ヘソ」、「５Ｗ１Ｈ」といった新聞記事の書き方
やレイアウトの在り方、題字や見出しの付け方、字数
制限の中でまとめる難しさなどを簡単に説明した。
新聞づくりに入ってからも毎時間繰り返し、意識さ
せた。友人のつけた見出しに感動し、作成し直す生徒
や「今年の新聞は大変でした」と今までとの違いに苦
労した生徒も多かった。１学年では、○○先生賞とい
うものを作り、その頑張りを労った。年に１度の新聞
づくりだが、非常に充実した活動になった。
（４）ことばの貯金箱
新聞から切り取った言葉をキーワードに、１つの

作品を完成させていく。指導者としては、単純な活動
だからこそ発問が難しいと感じたが、生徒たちの反
応は非常に良かった。作品は多様で、部活をテーマに
したもの、３つの異なる文に分けたもの、前向きな言
葉をつなげてメッセージ化したものなど生徒たちの
感性には驚かされた。

５　今後の課題
・ＮＩＥ活動をより一層効果のあるものにするため
教職員間の共通理解を図る。
・河北新報社による出前授業や社内見学など、新聞
社と連携した企画を実践する。
・ＮＩＥコーナーの定期的な変化や先生による新聞
記事の紹介、新聞部数の確保など、生徒が新聞を手
に取る回数を増やすための工夫を施す。

（担当　教諭　村樫　雅恵）
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Ⅰ　はじめに
本校では、平成 26・27年度の２年間、ＮＩＥ研究

協力校・実践指定校として認定を受け、複数の新聞
が無償で提供され、生徒が新聞に親しみ、教師が新聞
を生きた教材として活用できる環境が整った。今年
度は、英語科が中心となり、授業での実践を積み、ま
た、総合的な学習の時間での活用を試みた。

Ⅱ　本校の現状について
認定を受ける前から、教科・科目ではもちろん、学
級活動・ホームルーム活動でも積極的に新聞を利用
している。
図書館で

は、日刊紙
と週刊英字
新聞のコー
ナーを常設
し、生徒は
いつでも新
聞が読める
環境にある。また、編集委員会では「学級新聞」を作
成するなど、生徒が新聞に関わる機会が非常に多い。

Ⅲ　教科・科目での取り組みについて
今年度は、５年生を中心に英語の授業で英字新聞

の活用を試みた。教科書の題材に関係する記事を読
ませたり、ディベートのテーマとして活用すること
が多かったが、活動を通して気づいた点や生徒に好
評だった活動を紹介したい。
１　新聞を活用する利点
生徒のモチベーションを高めるために、以下の２

つの観点から新聞を活用することは非常に有効であ
る。
①新鮮さ＝新しい情報
新聞には常に最新の記事が掲載され、生徒にも

なじみ深いものが多い。普遍的なテーマを教科書
で学ぶことも重要であるが、時事問題や生徒が関
心を持つ話題を提供することで、生徒のモチベー
ションは必然的に高まる。
②手軽さ＝入手しやすい・加工しやすい
紙の新聞は、どこでも開くことができ、一覧性に

優れ、教師のセレンディピティを磨く訓練にもな
る。一方、インターネットを使えばキーワードで検
索できるので、ピンポイントで使いたい記事を入
手できる。また、加工もしやすいので、授業形態に
合わせて変化させることができる。紙媒体と電子
媒体はケースバイケースで使い分けていくことが
求められる。
２　新聞の活用事例
（１）記事を使ったアクティビティー
今年度は、英字新聞に掲載されたやや易しい記事

を読むことに挑戦した。ペア活動やゲーム的要素を
取り入れる等の工夫も行った。
＜活動①＞
・記事を配布し、以下のような「問」を解かせる。
問１：「文の数を数えなさい」
問２：「Ｂではじまる全ての単語をマークしな

さい」
問３：「一番長い単語をマークしなさい」
問４：「全ての形容詞をマークしなさい」
問５：「黒板に書かれた単語をマークしなさい」

・活動のポイントは、ゲーム的要素を取り入れる
ことである。英語が苦手な生徒でも、問１～問３
には参加できる。また、ペアで取り組むので、ど
ちらが先に探せるかという競争心をかき立てる
こともできる。
＜活動②＞
・記事を配布し、その下にある「問」の「答」とな
る英文に下線を引かせる。次に、読んだ感想を英
語で書かせる。その後グループを作り、自分の感
想を読み上げ、他人の意見を聞き取る。
・ポイントは、「答えの部分に線を引かせる」とこ
ろである。答えを英文で書くというのはややハ
ードルが高い。線を引くというのであればやり
やすい。また、自分の意見を書かせるという活動
も重要である。読んだ感想を誰かに伝えること
ではじめてコミュニケーションが始まるのであ
る。いきなり書かせるのが難しい場合は、以下の
ような型を与えて書かせるといい。
問の例
・「○○はいつ起こりましたか？」【時間】
・「○○はどこで起きましたか？」【場所】

（12）仙台市立仙台青陵中等教育学校（平成 25・26年度実践指定校）

基礎学力の定着～新聞を活用した様々な表現活動を通して～

図書館

学級新聞
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に、４年生対象にご講演
をお願いした。生徒は、現
場を経験した専門家から
の話に興味津々で、新聞
の読み方を学び、同時に
新聞を読む重要性を再認
識していた。
②読売ワークシート通信
講演会の翌週に実際に

新聞記事を使った「見出
しをつけよう」という活
動を行った。まずは記事を読み、内容をまとめ、人
と意見を交わし、自分の考えを深めた。今回は、「読
売ワークシート通信」＝写真＝を使用した。各新聞
社が、ＮＩＥ活動をサポートするウェブサイトを
解説し、また、とても内容の濃いメールサービスを
行っているので、それを最大限に利用していくこ
とで、教師側の負担もある程度軽くなるであろう。
③ことばの貯金箱
ＮＩＥ教

育コンサル
タントで白
鴎大講師の
渡辺裕子さ
んが考案し
たワークシ
ョップで、
新聞の記事
や広告の中
から気に入った言葉を切り抜いて台紙に貼り、自
由に字や絵を描き加えたりしてまとめる「ことば
の貯金箱」を行った。最後には、それを使って自分
の考えや意見を発表させた。この活動は、読みなが
ら切り取り、レイアウトを考え、文字やイラストを
描き加えるという、実はとてもクリエイティブな
活動である。

Ⅴ　成果と課題
１年目ということで、今年度は５年生の英語の授
業と４年生の総合的な学習の時間を中心に、できる
範囲で実践を行ってきた。今年度の英語科の目標で
ある「様々な表現活動を通して」は達成できたと考え
る。今後の課題としては、全ての学年で体系化できる
か、他教科との連携はいかに図っていくかが挙げら
れる。また、総合的な学習の時間のような教科・科目
以外での活用法も検討していく必要があると考え
る。

（担当　教諭　大槻　欣史）

・「△△はなぜ起こりましたか？」【理由】
感想を書かせるための文例

（２）「新聞コンクール」への応募
普段から、本文や段落の要点をまとめ、自分の感想

を自由に言わせる（書かせる）活動をしているので、
その流れが活かせるコンクールに参加させた。日本
語と英語の違いはあるが、やることは全く同じなの
で、生徒は苦労することなく取り組めた。自分で読み
たい記事を選ぶことで、書こうという気分も高まり、
理解が深まる。さらに、コンクールなので、外部の人
間に評価してもらうことは、生徒には励みとなる。入
賞はできなかったが、参加することに意義がある活
動である。
（３）「かほくワークシート」の活用
「かほくワークシート」は河北新報の記事を使った
学習用のワークシートで、毎週月曜日の朝刊「かほピ
ョンＮＩＥのページ」に連載されている。ＰＤＦデー
タはＡ４判に印刷できるので、そのまま印刷して、授
業の最初の５～10分でウォーミングアップとして、
また、ワンショットの活動として利用した。毎週いろ
いろな記事を使ったワークシートがアップされ、英
語の授業で使えるワークシートも多いので非常に役
立っている。
ウェブページ
http://www.kahoku.co.jp/special/worksheet/index.h
tml

Ⅳ 学年での取り組みについて
４年生の総合的な学習の時間では、小論文指導の

一環として新聞記事を活用した取り組みを行った。
実は、前年度に実施されたものをそのまま継承した
ものであるが、今年度も生徒には大好評であった。
１　これまでの経緯
最近、大学入試で小論文を課すところが増えてお

り、その原典として新聞記事を使用しているところ
が多い。小論文を書くに当たっては、新聞の社説や記
事を読み、まとめ、意見を書き、誰かに読んでもらう
ことが最善の練習法であるといわれている。そんな
ことからも、言葉を扱うプロから講話をいただき、実
際に新聞を使った活動を行うことで、生徒は新聞を
読むことの大切さを認識し、楽しく学べるコツもつ
かんだようだ。
①講演会
２学期が始まってすぐの９月に、「なぜ新聞を読

むのか～新聞を読み、活かすために」と題して、河
北新報社教育プロジェクト事務局長の砂金慎氏

I feel（感情を表す形容詞）, because（文で書きま

しょう！）.

講演会のワークシート

「ことばの貯金箱」生徒の作品
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１　はじめに
本校は今年度創立 40周年を迎える普通高校であ

る。しかし、平成 23年に発生した東日本大震災を機
に、平成 28年４月より「災害科学科」を新設し、防
災教育のフロンティア校的役割を担うことになっ
た。今年度ＮＩＥ協力校として取り組むことになっ
たのは、将来的に新聞を使った防災教育に向けての
方策を探るとともに、まずは様々な教科・科目にお
いて新聞を教材として使用して、その素地を整えた
いと考えたからである。

２　生徒の新聞に対する環境・意識
ＮＩＥに取り組むに当たり、生徒の新聞に対する

環境、関わり、意識を調査した。
Ｑ 自宅では新聞を購読しているか？
はい 74％　 いいえ 16％

Ｑ あなたは新聞を読みますか？
はい 20％　 いいえ 47％　 ときどき 33％

Ｑ どんな記事を読むか？
ほとんど全て 15％　 第１面 16％
国際６％ 経済５％ スポーツ 67％
地方 23％ 文化６％ 漫画４％ 広告５％

Ｑ 「いいえ」の方。なぜ読まないか？
面倒くさい 34％　 難しい３％　　
時間がない 32％　 自宅で取ってない 24％
スマホ・パソコンがあるから 12％

Ｑ 授業で新聞を使うことに対してどう思うか？
興味・関心がわく 46％
授業の内容がより理解できる 49％
面倒に感じる５％

という結果が得られた。自宅では新聞を購読して
はいるものの、「読みますか」に対して「はい」の割
合は５人に１人と非常に少なかった。また、新聞を読
まない生徒は、スマホやパソコンでニュース記事を
読んでいるのかと思ったが、既読率は 12％という結
果から、全体の６割から７割の生徒はニュースその
ものに興味がない結果となっている。新聞記事、ニュ
ースに興味・関心を持たせるために、学校でも方策

を練る必要があると考える。

３　各教科での取り組み
【保健体育科（保健）】
厚労省はじめ諸機関からの健康問題に関する最新

の情報を取り入れたり、健康や医療、環境などに関す
る記事を使い考察させるのに用いている。教科書に
掲載されているデータは数年前のものになっている
ので、新聞に掲載されている最新のデータは有効に
活用できた。とくに、福島第一原発の放射能汚染問題
に関しては、新聞による詳細なデータや記事は環境
問題を扱う中で非常に有用な資料になった。また、こ
の原発事故と私たちはどう向き合うのか、生徒に考
察させるための教材として大いに役立った。

さらに、高齢社会を迎え様々な問題を抱える中、タ
イムリーなニュースや話題をすぐに教材として使用
できたことは、生徒にとっての理解度を高めること
につながった。写真の教材は、実際の記事を使い生徒
に考察させたものである。
冒頭のアンケート結果にもあるように新聞を教材

に使うことで「興味関心がわく」「理解度が増す」と
答えている生徒が多数を占めることから、今後も内
容に即した記事を効果的に使用したいと考えてい
る。

（13）宮城県多賀城高等学校（平成 25・26年度実践指定校）

新聞記事を教材として使った教科指導
～考察力・読み取り力・表現力を養う～
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【地理歴史科（地理）】
自然災害や民族問題を授業で扱う際に新聞を活用

することが多い。たとえば、自然災害について学ぶ際
に、広島土砂災害や御嶽山の噴火などインパクトの
ある写真を見ながら記事を読んだり、フィリピン台
風の被害について１週間分の新聞を何人かで一緒に
読みながら被害状況を調べるグループワークを行っ
た。授業で新聞を読んだ後に、自宅で新聞やニュース
を見る機会が増えた生徒や、ＪＩＣＡの国際協力プ
ログラムに参加し、フィリピンの方や他校の生徒と
自然災害について学び合う生徒がみられた。
民族問題について学んだ際には、イスラム国の拡

大やパレスチナ問題について記事を読ませ、宗教や
民族の違いから起きる対立について改めて考えさせ
た。生徒は民族や宗教に疎く、民族問題に対してどう
しても他人事ととらえがちである。記事を読み、世界
で起きていることを少しでも知ることで国際協力に
興味を持ち、ＪＩＣＡの国際協力プログラムに参加
する生徒がみられた。
新聞は、自分たちが生きている世界で何が起きて

いるのか知り、世の中のことに無頓着にならないた
めに必要な要素がたくさん詰まっている。まずは授
業の中で生徒が新聞に触れる機会をもっと増やして
いきたいと思う。
【国語科】
新しい学習指導要領に移行し、「国語総合」は、二

年目を迎えた。「話すこと」・聞くこと」・「書くこと」
を総括的に考えたときに、新聞を教材として利用す
ることは、多くの言語活動を複合的に達成できるも
のであり、今後ますます利用頻度が上がっていく可
能性を持つものであるともいえる。
本校においては、一年次の総合学習の中で設定さ

れた「小論文の執筆」を国語科の領域で一部補填する
ことで、具体的な言語活動を実践することとした。ま
ず、長期休業中の課題として、小論文を書くための材
料集めを行うという学習活動を指定した。これは、新
聞記事を適宜選び、その記事に関する意見や感想、問
題解決と言った項目を文章化させるという取り組み
である。また、その際に闇雲に新聞記事を選ばせる
と、比較的興味関心の高い分野に嗜好が偏るという
懸念もあり、題材をいくつかの大テーマに絞り、こち
らから指定した。そのことによって、普段あまり考え
ることのないような問題について、多くの記事を引
用する様子が見られた。
そもそも、小論文を執筆するためには、さまざまな
知識や情報が必要であり、その材料集めを主体的に

行うには、メディアの力は欠かせないといえる。今
回、新聞記事に限定して材料集めに取り組ませたが、
実情はそれだけでは飽き足らず、過去の記事をウェ
ブから調べ上げて、多角的に取り組んできた生徒も
いた。このように考え方が深化できるのも、メディア
の多様化という特性の一端ともいえる。
さて、このような取り組みを通して真の課題解決

能力が簡単に形成できるとは思わないが、さまざま
な角度から物事を見通し、自分の意見や考え方を客
観視するという取り組みは、今後も継続していくべ
きであり、生徒の実態に合わせた方法を今後も模索
していくべきであると考える。

４　まとめ
この１年間は新聞を授業の中でどのように活用す

ることができるかについて考えてきた。さまざまな
メディアによって大量の情報がもたらされる現代社
会において、印刷メディアとしての新聞の特性を活
かし、情報を読み取る力、自らの考えを文字としてま
とめ伝える力の育成に資するものがあったと考え
る。また、新聞の持つ資料的価値や情報の多面性など
についても考察させることができた。こうした学習
活動に継続的に取り組むことに加え、次年度、本校は
冒頭に掲げたように、全国２番目となる防災系学科
である「災害科学科」の設置を翌年に控えることにな
る。新聞は災害時に生きるために不可欠な情報を入
手する手段であることを認識させることは論を待つ
までもないが、「阪神淡路大震災」・「東日本大震災」
をはじめとする過去の災害や、世界の災害をどのよ
うに伝え、どのように記録してきたかを考察し、防
災・減災教育に活用する方策や、防災・減災のため
に、自らの持つ情報をいかに伝えることができるか
を探る必要性が問われることとなる。

（担当　教諭　桜井　直至）
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１．第１回小学校部会役員会

・今年度の活動計画
・役員選出
・出前授業の計画

２．ＮＩＥ師範授業
【授業】第５学年国語
「新聞記事を読み比べよう」
『新聞の読み方』
～大人はなぜ新聞を読むのか～

①

②

（１）宮城県ＮＩＥ推進委員会・小学校部会

平成 26年度小学校部会の活動を振り返って
仙台市立泉松陵小学校　教諭　阿部　　謙

2　部会活動研究実践報告

提案①　教科書題材での NIE実践
提案②　一般紙を一人１部持たせる授業
提案③　ＮＩＥを取り入れた指導計画

NIEアドバイザーが，
出前授業へ向けて，
5年国語
「新聞記事を読み比べよう」
師範授業の実施を決定。

平成 26年６月 24日（火）
授業者：泉松陵小学校

阿部　謙
参加者：県内ＮＩＥ運営委員７名

平成 26年５月９日（金）
於：河北新報社
参加者：４名

平成 26年６月 30日（月）
授業者：七北田小学校

今藤正彦　教諭
参加者：県内ＮＩＥ運営委員 11名
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３．第１回小学校部会

・今年度の活動計画
・役員選出
・師範授業の報告

４．第２回小学校部会

・出前授業へ向けた振り返り
・来年度の方向性
・カリキュラムづくり

目的
出前授業を実施することにより、ＮＩＥの県内へ

の普及、ＮＩＥ実践者の拡大を図る。

方法

【平成 25年度】

【授業】第５学年国語
「新聞記事を読み比べよう」
授業者　郡山小学校　校長　相澤経利

【平成 26年度】

ＮＩＥアドバイザーによる師範授業の実施
・ＮＩＥアドバイザー２名が、自校において師範授
業を行う。
・運営委員が分かれて参観し 27年度実践に向けて

検討を行う。

【平成 27年度】

・運営委員が自校で師範授業を実施
・近隣校へ参観を呼びかける。

【平成 28年度】

・県内から希望校を募り、出前授業を本格的に実施
する。

今後の構想として・・・
①NIEを取り入れた国語科出前授業の指導計画
づくり
４年「わたしが選んだ今月のニュース」
４年「みんなで新聞をつくろう」
５年「メモを使って題材をさがそう」
６年「わたしの意見を書こう」
６年「新聞の投書を読み比べよう」
６年「ふるさとの良さを紹介しよう」

・指導計画
・指導案
・新聞資料（記事）
・ワークシート

②その他の出前授業のメニューづくり
出前授業の例
・新聞づくり
・新聞社で働く人
・新聞はどのようにつくられているの？
・新聞記事の書き方
・見出しの付け方　等

出前授業へ向けた提案授業

ＮＩＥアドバイザーによる示範授業

運営委員による自校での出前授業

出前授業　実施

ＮＩＥ出前授業計画について

ＮＩＥの飛躍的
普及・発展を目
指して

平成 26年７月７日（月）
於：河北新報社
参加者：15名

平成 27年１～２月　実施予定
於：河北新報社
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１　八木山中学校２学年の実践について
本校の２学年では、総合的な学習の時間（以下、総
合）や朝の活動の時間（原則は朝読書をする時間だ
が、考査前は学習の時間にあてたり、学年裁量で使っ
たりしても良い時間。以下、朝活）で、新聞記事や投
書などをもとに自分自身の生き方や身近な問題（特
に「働く」ということや労働者に関する問題）につい
て考えさせる学習に力を入れている。
また、社会の授業でも、地理の授業の資料として活
用したり、宿題で自分の意見を書く材料にさせたり
している。
その他、「なぜ、勉強するのか」というテーマにつ

いて考えさせたり、スマホ・携帯について指導した
りするのにも新聞記事などを活用している。
生徒たちの感想などは、できるだけ２学年通信（以
下、通信）で紹介し、それを読ませることで自分の考
えが揺さぶられたり、さらに考えを深めたりできる
ようにしている。

２　総合的な学習の時間や朝の活動の時間では
（１）まず手始めに
①４／24・５／１朝活
両日とも河北新報（以下、河北）に寄せられた 14

～16歳の若者の投書を３つずつ（４／24は身近な
人への親切心掛ける・モラルの低下若者注意を・
相手の心思い優しい行動を、５／１は食物への感
謝震災で深まる・生活の便利さ考える機会を・地
元栗原の夜「暗さ」に安心）読ませて、原則として
どれか１つずつ選ばせて感想を書かせた。そして、
生徒が書いた感想は、各投書について２～３人ず
つ通信第 11号で紹介した。
②５／30朝活
読売ワークシート通信（以下、読売通信）の５／

21発行の「オトナは 18歳から？」をもとにこの問
いかけに対する考えなどを書かせ、通信第 26号で
「18歳から大人」「20歳から大人」「どちらとも言え
ない」それぞれの立場から２人ずつの考えを紹介
した。

（２）特に「働く」ということや労働者に関する問題

について
①６／10総合
宮城県では新規高卒者の離職率が高いことや、

その一番の理由が「職場の人間関係」にあることな
どを取り上げた讀賣新聞（以下、讀賣）と河北の記
事をもとに資料の読み取りをさせたり、感想を書
かせたりした。感想については、次の②と合わせて
通信第 30号で紹介した。
②６／26朝活
河北への２通の投書（介護職の息子悩みつつ３

年、仕事は継続が大切３年たてば自信に）を読ませ
て、仕事や８月に行われる職場体験学習への心構
えなどについて考えさせ、感想を書かせた。
③12／12総合
讀賣の「社会保障のは・て・な　 労働時間に

決まりは」と「働く法律のきほん 」、朝日新聞
の「有給休暇非正社員にも権利」をもと資料にの読
み取りをさせ、労働法の内容について学習させた。

３　社会科（地理的分野）の授業で
（１）２節人口の特色では
この小単元では、９つの記事やコラムなどを利用

した。特に「福島除く東北５県 137市町村『消滅可能
性』」という河北の記事に驚いた生徒が多かった。
（２）秋休みの課題（「原子力発電について、自分の考

えを持とう」）の資料として
賛成派・反対派の意見やその根拠となる資料など

をプリント集にして配付した。今全部を読みこなせ
なくても、今後考える上での資料にしてほしいと考
え、生徒たちにもその旨を伝えた。

４　「なぜ、勉強するのか？」
12月の５回の朝活を使って、河北と讀賣の読者相
談欄や河北への投書をもとに、このテーマについて
幅広く考えさせた。特に読者相談欄に寄せられた学
習についての相談は、自分が回答者になったもりで
回答を書く形をとったので、生徒たちは特に意欲的
に取り組んだ。この回答や感想などは、通信 56～59
号で紹介した。

Ｑ
10

（２）宮城県ＮＩＥ推進委員会・中学校部会

平成 26年度中学校部会報告
仙台市立八木山中学校　教諭　石井　　宜
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今年度の実践指定校として、東北学院高校（２年
目）、多賀城高校（１年目）が認められ、ＮＩＥの実
践に取り組んでいる。しかし、それは各校独自の取り
組みであり、高等学校部会としての活動はないのが
実情である。そこで、ＮＩＥ推進委員会に関わる一高
校教員として、ＮＩＥがどうあるべきかについて愚
見を述べ、今年度の報告に代えることをお許しいた
だきたい。
私がＮＩＥ推進委員会に関わるようになって３年

が過ぎた。この間、福井で行われた全国大会を始め、
県内の研究大会、実践発表会などの会に参加し、他県
も含めた実践報告書を読むことで、ＮＩＥのあり方
や可能性について新しい知見を得たことは、私自身
にとっては大きな収穫だった。
一方、各校の意欲的な取り組みを見ながら、それが
立派な取り組みであるだけに、その水準で継続的に
実践を重ねていくことは難しいと感じ、知れば知る
ほどＮＩＥが敷居の高い活動に思われてきた。
だが、私自身、あるいは私の周囲を見回す限り、新

聞を教育活動に取り入れることについては、ホーム
ルームや授業のネタ（話のきっかけ、教科書の現実へ
の当てはめ、学習内容の拡張）として、かなり一般的
に行われているのではないかと思う。その多くは、新
聞記事をプリントして配り、ひととおり目を通すだ
けであったり、教員がそれについてコメントしたり、
生徒とともに若干の意見交換をしたり、といったこ
とではないかと思う。
そのような実践は、日常生活上のあたり前のメデ

ィアとして新聞を位置付け、情報収集と思考に役立
てていく重要な実践であると思われるが、いざ「研究
発表」となると、それでは済まないという気になるこ
とは理解できる。
つまり、現在の「ＮＩＥ」は新聞が主役になってい

るが、「ＮＩＥ」を意識しない多くの人々の実践は、新
聞を補助的手段として位置付けているという、ねじ
れた状況が存在するのである。
後者のような人々にとって、ＮＩＥ推進委員会を

中心とする活動は無用の長物であろう。では、組織的

にＮＩＥを推進することは、必要ないであろうか。自
分たちの存在価値を自ら否定することに対するため
らい、というだけではなく、私は必ずしもそうではな
いと思っている。
なぜなら、新聞離れ、活字離れが語られることの多

い今日、私の漠然とした実感によれば、教員でさえ
も、そのことから無縁であるとは必ずしも言えない
からである。意欲的に新聞を教育実践に取り入れて
いる人たちがたくさんいる一方で、新聞を手にする
こともほとんど無くなってしまった教員は、徐々に
増えているのではないだろうか。しかし、画面を通過
してゆく影像に頼って情報を得るだけでは、地に足
の付いた思考力と批判力は育たない。
だとすれば、新聞というメディアの価値を問い直

し、それを絶えず意識的に発信していくことは、どう
しても必要なことであると思われる。私がＮＩＥを
組織的に行うことに価値を認めるのは、その点にお
いてである。
だが、少なくとも高校において、ＮＩＥは広く一般
教職員に知られ、関心を持って見つめられていると
は言い難い。それは、広報活動のまずさによるかも知
れないし、前述のような先進的実践と日常的実践と
の方向的なずれや、何らかの理由に基づく敷居の高
さによるかも知れない。
そもそも、ＮＩＥ推進委員会の活動は何を目的と

するのか。新聞を補助的手段とする人々にとっても、
価値のある組織的活動とはどのようなものか。そん
なことを考えながら、今後の活動を模索していく必
要があるように思う。

（３）宮城県ＮＩＥ推進委員会・高等学校部会

平成 26年度高等学校部会報告
宮城県水産高等学校　教諭　平居　高志
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3　大学からの報告

１　ＮＩＥの授業が開設されて５年
東北福祉大学には、ＮＩＥの授業がある。平成 22
年４月に開設されてから丸５年になる。教員を目指
す学生を対象にして行われる授業である。
前期は、ＮＩＥの理論を中心に「ＮＩＥ活動論」を、
後期は、ＮＩＥの実践に重きを置いた「ＮＩＥ活動実
践」を、通年で学んでいく。大学のＮＩＥはまだまだ
歴史が浅い。そのため、本学のように、通年でＮＩＥ
の授業を開設している大学は、全国的に見てもあま
り例がない。もちろん、県内では本学以外にはない。
しかも、「理論」と「実践」の通年授業となると、オ
ムニバス形式がとられるケースが多いが、本学では
最初から最後まで一人で担当している。

２　ＮＩＥの基礎を学ぶ授業
「ＮＩＥ活動論」では、「新聞を読める学生の育成」
を念頭に置きながら、まずは「新聞の読み解き方」か
らはじめていく。「ＮＩＥとは何か」「ＮＩＥの歴史」
「ＮＩＥにおけるメディアリテラシー」「教育現場で
の新聞活用の意義」など、ＮＩＥの基礎知識を学んで
いく。前期の終わりには、過去の実践例を通して、簡
単な「ＮＩＥの学習指導案」について学び、模擬授業
も行う。
後期の「ＮＩＥ活動実践」では、前期の内容を土台

にして、例えば「ことばの貯金箱」や「ＮＩＥの学習
指導案」「模擬授業」などを、実践的に学んでいく。

３　大学生もまずは、スクラップ活動から
毎年、最初の授業時に「普段、新聞を読んでいるか

どうか」を聞いてみるが、ほとんどの学生から「読ん
でいない」「たまにしか読まない」という答えが返っ
てくる。そこで学生たちには、新聞を読む習慣を身に
付けてもらうために、まずは「記事のスクラップノー
ト」を課題にしている。
興味関心を持った記事を、大学ノートの左に貼り、
右には「読んでわかったこと」と「読んで思ったこと」
をまとめる、という一般的なやり方だ。さすがに毎日
ではハードルが高いので、週１回の課題としている。

最初のうちは、社会面やスポーツ欄など、取り上げる
記事は様々だが、授業が進むにつれて、いつしか将来
を見据えた「教育関連」の記事に目がいくようにな
る。
「この記事を使ったら、どんな授業ができるか」「こ
の記事でこんな授業をしてみたい」などと、発展的に
捉えることができるようになっていくのだ。
今まで、新聞を読んでなかった学生たちにとって、
この課題は容易なことではなく、慣れるまで結構時
間はかかるが、回を重ねるにつけ、着実に読む力や書
く力がついていく。授業も終盤になるころには「新聞
を読むようになった。これからも読んでいきたい」と
姿勢が変わっていく。新聞を読まない教員も増えて
いる中で、将来教員になるであろう学生たちのこの
一言は、とても心強い。

４　まずは、新聞をゆっくり広げてから
さて、毎回の授業だが、その日の朝刊（河北新報、
毎日新聞、読売新聞、朝日新聞が人数分届く）を、ゆ
っくりと広げて読むところから授業は始まる。学生
一人一人が好きな新聞を手にして思い思いに、読み
始めるのだ。なんとも、ゆったりとした静かな時間が
流れる。一通り目を通すと、記事を話題にしながらの
おしゃべりが始まる。気に入った記事を互いに紹介
し合う場面だ。授業は、前期と後期それぞれ 16回で
構成されている。授業の一部の「学習指導案作成」と
「模擬授業体験」の内容を簡単に紹介しよう。
「学習指導案作成」の授業では、おもに小学校の国
語や道徳について行っている。この授業では、それぞ
れが「授業で使いたい記事」を選んで指導案を作って
いく。「授業の流れ」「板書計画」「ワークシートづく
り」、その他の「教材制作」までを一通り行う。その
後、２つの班に分かれて、それぞれが作った指導案を
持ち寄り、発表し合い、意見交換をしていく。さらに、
模擬授業をどの指導案で行うかを話し合い、決める。
そして模擬授業へと持っていく。「模擬授業」では、教
師役などの役割分担を班ごとに決めていく。授業は、
本番さながらに進めるが、授業時間は 40分とする。

大学とＮＩＥ
ＮＩＥ教育コンサルタント 東北福祉大学　渡辺　裕子
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授業後は、発問、資料の提示、板書、教師の動き（目
線、声、表情など）、時間配分などについて、教師役、
児童役として感じたことをそれぞれが意見交換して
いく。いわゆる「授業検討会」だが、なかなか活気あ
るやり取りが交わされる。

５　授業の感想（抜粋）
①ＮＩＥの授業を受けて「この授業に出会えて本当
に良かった」と心から思います。この授業があるこ
とは２年生の時から知り、興味を持っていました。
この授業のおかげで、普段読んでなかった新聞を、
興味関心をもって読むようになり、自分の考えを
持てるようにもなりました。
②この授業を受けるようになって、以前よりも社会
のニュースに関心をもつようになりました。特に、
教育に関する記事に目を凝らすようになりまし
た。
③私は今まで「新聞≒難しい」というイメージを持っ
ていました。なぜなら、難しい言葉がたくさんある
うえに、文字がびっしりと載っていて、読むには時
間がかかりそうで、面倒だと思っていたからです。
しかし、この授業を受けて「新聞≒面白い」という
イメージに変わっていきました。授業で新聞を使
う場合は、記事を通して、こどもに何を学ばせたい
のか、何を伝えたいのかを考えて作成することが、
大切だと分かりました。
「書き手のメッセージを読み取る」「記事の読み比
べをする」「写真を読み取る」など、新聞記事一つ
で、様々な角度からの学習が可能であることも分
かりました。
今までは「新聞を使った学習は高学年でからでな
いと難しいのではないか」と思っていましたが、低
学年からでも、教師の工夫によって可能であるこ
とも分かりました。私が教員になったら、是非、新
聞を使った授業を実践したいと思います。そのた
めにも、私自身がもっと新聞を読み、新聞の良さを
知っていきたいと思います。

６　大学のＮＩＥは急務の課題
新学習指導要領の中には、新聞を活用する項目が

各教科に盛り込まれている。例えば、小学校４．５．
６年生の国語では、「新聞の読み比べ」「新聞の作り
方」など新聞についての具体的な項目がかなり入っ
ている。大学でＮＩＥをしっかりと勉強していかな
ければ、あるいは現職の先生方もＮＩＥを知らなけ
れば、なかなかその指導は難しい。現に、教育現場の

先生方からは「新聞は難しい。児童（生徒）に新聞に
ついて教えてほしい」との声が、あちこちから上がっ
ている。
河北新報社など、各新聞社ではそれらの声に応え

て、「出前授業」を行っている。もちろん、「プロの話
を出前授業で聞く」という授業も必要なことではあ
るが、それだけでは授業は成り立たない。新学習指導
要領に沿って「新聞」を教えるには、まずもって教師
自らがそのための知識を身に着けていかなければな
らない。
教育現場でのＮＩＥの認知度は、まだまだ低い。教

員向けの「ＮＩＥ研修会」を設けるなど、学べる環境
づくりが急務である。もちろん、大学でも早急に、教
員養成課程の段階から、カリキュラムの中にＮＩＥ
を取り入れる必要がある。
しかし、大学でのＮＩＥは遅れている。とりわけ、
教員養成課程でＮＩＥの授業を取り入れている例
は、ごく稀である。その対応が急がれる。
今年の４月から、晴れて教員になる学生が「ＮＩＥ
の授業を早くやってみたい」「子供たちにＮＩＥのす
ばらしさや、重要性を伝えていきたい」と語り、「Ｎ
ＩＥの授業をやるときは、見に来てください！」と
も、語ってくれた。なんとも嬉しい限りだ。
「小さなＮＩＥの種が、それぞれの赴任地で、たく
ましく大きく成長していきますように」と、願わずに
はいられない。

ことばの貯金箱「写真グッ（ＧＯＯＤ）と賞」、最優
秀賞に輝いた坂本秀明さん（河北新報写真部カメラマ
ン）をお招きしてご講話を頂きました（2014.5.15東
北福祉大学にて）


